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み
ん
な
で
夢
実
現

平
成
28
年
度　

市
政
執
行
方
針
と
予
算　毎年、１年間の目標を漢字一字に込めています。

　今年の「一年一字」は、「発（はつ、たつ、ひらく）」
としました。
　私たちのふるさと千歳は、先人が将来を夢見て
築いた貴重な財産や潜在的な優位性などにより、
着実に「発展」してきました。
　いま、あらためてその魅力や潜在力を「発見」し、
広く内外に「発信」することで、さらなる「発展」
の循環につなげたいという思いを、この「発」と
いう文字に込めました。
　まちの魅力や価値をさらに高め、９万６千市民
の皆さんが先人と同じく将来に「夢」や「希望」
を持ち、「千歳に住んで良かった」と思っていた
だけるまちづくりを目指し、全力でまい進してい
きます。

特集

　
今
月
の
特
集
は
、「
市
民
協
働
に
よ
り
、
住
み
良
い
、
発
展
が
つ
づ
く
都
市
づ

く
り
」、「
み
ん
な
で
生
き
生
き
活
力
創
造
都
市
ち
と
せ
」
を
市
政
運
営
の
基
本

姿
勢
に
掲
げ
る
、
平
成
28
年
度
の
市
政
執
行
方
針
と
予
算
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成 29 年秋の開設を目指している、
「休日夜間急病センター」イメージ図
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千
歳
市
の
発
展
の
歴
史
を
振

り
返
り
ま
す
と
、
大
正
15
年
、

当
時
の
千
歳
村
民
が
総
出
で
無

償
の
汗
を
流
し
、
原
野
に
造
り

上
げ
た
一
本
の
着
陸
場
が
、
現

在
の
新
千
歳
空
港
に
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

　

先
人
は
、
私
た
ち
に
こ
の
貴

重
な
財
産
と
と
も
に
、「
事
に

当
た
っ
て
一
致
団
結
す
る
」
と

い
う
精
神
も
同
時
に
残
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な

ど
、
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
状
況
に
こ
そ
、
先

人
が
残
し
た
精
神
に
基
づ
き
、

市
民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
担
っ
て
、
ま
ち
の
発
展
を

支
え
合
う
、
市
民
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
ま

ち
づ
く
り
の
目
標
を
「
市
民
協

働
に
よ
り
、
住
み
良
い
、
発
展

が
つ
づ
く
都
市
づ
く
り
」
と
掲

げ
、
今
後
も
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
真
に
夢
を
持
ち
、
そ
の
夢

が
実
現
で
き
る
都
市
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

市
政
運
営
の

基
本
姿
勢

 

市
民
協
働
に
よ
り
、

 

住
み
良
い
、
発
展
が

 

つ
づ
く
都
市
づ
く
り

内
容
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
見
直
し
を
踏
ま
え
、
計

画
の
着
実
な
推
進
を
図
り
、
平

成
32
年
度
の
将
来
人
口
９
万
７

千
人
を
達
成
す
る
と
と
も
に
、

一
人
ひ
と
り
の
市
民
の
皆
さ
ん

が
夢
と
希
望
を
持
て
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
将
来
都
市
像

「
み
ん
な
で
生
き
生
き
活
力
創

造
都
市
ち
と
せ
」
の
実
現
に
ま

い
進
し
て
い
き
ま
す
。

つ
優
れ
た
資
源
を
生
か
し
た
観

光
振
興
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘

致
な
ど
、
交
流
人
口
の
拡
大
を

進
め
ま
す
。

　

第
２
に
、「
市
民
協
働
・
地
域

活
動
」
で
す
。
市
民
協
働
の
す

そ
野
を
広
げ
る
取
り
組
み
を
進

め
、
市
民
協
働
の
さ
ら
な
る
浸

透
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
の

地
域
活
動
が
充
実
す
る
よ
う
、

町
内
会
館
の
新
築
・
改
修
の
支

援
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
備
品
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

第
３
に
、「
医
療
・
福
祉
」
で

す
。
市
民
が
必
要
と
す
る
医
療

体
制
の
充
実
を
は
じ
め
、
休
日

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
の
新
設
に

よ
り
救
急
医
療
体
制
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
が
安
全
に
安
心
し
て

自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
地
域
福
祉
の
充

実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

第
４
に
、「
子
育
て
・
教
育
」

で
す
。
男
女
の
出
会
い
か
ら
結

婚
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
ま

で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行

い
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
設
置
す
る
な
ど
、
教
育

環
境
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
安
定
し
た
学
校
給
食
を
提

供
で
き
る
よ
う
、
新
た
な
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

第
５
に
、「
環
境
・
防
災
」
で

す
。
千
歳
市
を
含
む
近
隣
の
２

市
４
町
で
構
成
す
る
道
央
廃
棄

物
処
理
組
合
に
よ
り
、
ご
み
処

理
広
域
化
を
進
め
、
環
境
負
荷

の
低
減
な
ど
を
図
る
ほ
か
、
防

災
備
蓄
倉
庫
の
整
備
や
防
災
行

政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り

組
む
な
ど
、
市
民
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
環
境

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

み
ん
な
で
生
き
生
き

活
力
創
造
都
市
ち
と
せ

　

千
歳
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
指
針
と
し
て
、
平
成
23
年
度

に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
千
歳
市
第

６
期
総
合
計
画
」
は
、
そ
の
後

の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
計

画
の
進
捗
状
況
な
ど
を
検
証
し
、

中
間
年
と
な
る
平
成
27
年
度
に

重
点
施
策

　

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
実
現

す
る
た
め
、
特
に
重
点
化
を

図
っ
て
次
の
施
策
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

第
１
に
、「
経
済
・
雇
用
」
で

す
。
地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇

用
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
企
業

誘
致
や
定
住
施
策
を
積
極
的
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
が
持

　我が国の経済は、回復の兆しが見
受けられますが、依然として厳しい
状況にあると考えます。このことか
ら、企業誘致による雇用の場の創出、
市が持つ観光資源・スポーツ施設な
どの活用によるまちの活力増加、新
たな千歳市商業振興プランなどによ
るまちの賑わいづくりや商業振興に
つながる取り組みを進めます。

　人口の減少は、地域経済の縮小や
市民生活の活力低下の影響が懸念さ
れるなど、深刻な問題です。
　人口の増加が続いているいま、企
業誘致の推進や自衛隊の体制強化、子
育て支援、教育環境の充実など、さ
まざまな定住促進施策を複合的に進
める相乗効果により、定住人口の拡
大を目指します。

　新千歳空港の 24時間運用枠拡大
は、地域の理解により 30枠拡大が
合意されました。今後、住宅防音対
策などが円滑に実施できるよう取り
組みを進めます。
　国は、新千歳空港の民営化に前向
きな姿勢を示しており、北海道も民
営化に関する課題整理などの方針を
示していることから、今後、具体的
な検討が進む見通しです。
　市では、さまざまな観点から対応
の方向性を検討し、考え方を述べる
など、取り組みを進めます。

　平成 28年に予定されている「中
期防衛力整備計画」の見直しに備え、
既存部隊の充足率向上、新たな部隊
の配置、地域コミュ二ティとの連携
要望や「北海道における自衛隊の体
制強化を求める中央大会」の開催な
ど、体制強化を求める活動を強力に
行います。

　行財政改革を引き続き進め「千歳
市財政標準化計画」に基づき、安定
的な財政基盤の確立に努めます。
　また、公共施設などの維持は、多
額の更新・修繕費用などが見込まれ
るため、改修・更新・長寿命化など
を計画的に行う「千歳市公共施設等
総合管理計画」を策定し、効果的で
効率的な行財政運営を進めます。

当面する課題への対応

持 続可能な行財政運営持

地 域経済の活性化地

定 住促進定

　 千歳空港 24 時間運用枠
　　 拡大と民営化への対応新

自 衛隊の体制強化自
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居
宅
介
護
な
ど
、
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
整
備
、
介
護
予
防
事

業
の
充
実
▼
認
知
症
初
期
支
援
集

中
チ
ー
ム
や
認
知
症
地
域
支
援
推

進
員
を
設
置
し
、
認
知
症
高
齢
者

の
支
援
体
制
の
整
備
推
進

【
障
が
い
者
福
祉
】
▼
就
労
支
援

や
相
談
支
援
体
制
の
充
実
▼
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制

の
確
保
▼
障
が
い
の
あ
る
方
が

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
地
域
生
活
の
支
援

【
子
育
て
支
援
】
▼
妊
婦
相
談
や

母
乳
相
談
の
ほ
か
、
妊
産
婦
の

産
前
・
産
後
ケ
ア
の
充
実
を
図

る
専
任
助
産
師
の
配
置

【
乳
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
施
設
】

▼
幼
稚
園
１
カ
所
の
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
▼

小
規
模
保
育
所
２
カ
所
の
開
設

に
よ
る
保
育
定
員
の
拡
大

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】
▼
子

育
て
親
子
の
孤
立
化
や
子
育
て

不
安
の
解
消
▼
子
育
て
世
代
を

支
援
す
る
取
り
組
み
の
推
進
▼

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
北
陽

小
学
校
区
は
、
平
成
29
年
度
開

設
に
向
け
た
整
備
、
緑
小
学
校

区
は
、
新
た
な
整
備
に
向
け
た

取
り
組
み
の
推
進

【
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
経
済
的

支
援
策
】
▼
児
童
扶
養
手
当
の
第

２
子
以
降
の
加
算
額
の
増
額
に
よ

る
子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減

【
障
が
い
や
そ
の
心
配
の
あ
る
乳

幼
児
】
▼
職
員
の
資
質
向
上
や
障

が
い
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に

努
め
る
た
め
、
こ
ど
も
通
園
セ
ン

タ
ー
の
療
育
支
援
・
認
定
こ
ど
も

園
や
幼
稚
園
な
ど
へ
の
訪
問
療
育

や
巡
回
相
談
の
継
続

【
男
女
共
同
参
画
の
推
進
】
▼
男

女
平
等
意
識
の
醸
成
や
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
に
向
け
た

普
及
啓
発
▼
千
歳
市
男
女
共
同

参
画
推
進
プ
ラ
ン
の
策
定

【
町
内
会
活
動
の
支
援
】
▼
千
歳

市
町
内
会
連
合
会
と
の
連
携
に
よ

る
町
内
会
の
加
入
促
進
▼
再
編
交

付
金
を
活
用
し
た
町
内
会
館
の
改

修
・
備
品
整
備
事
業
な
ど
の
実
施

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
】
▼

大
和
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
整
備
や
中
心
街
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
あ
り
方

な
ど
の
検
討

【
地
域
福
祉
】
▼
市
民
主
体
の
地

域
福
祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
促
進
▼
生
活
困
窮
世
帯

の
中
学
生
を
対
象
と
し
た
学
習

支
援
「
ち
と
せ
学
習
チ
ャ
レ
ン

ジ
塾
」
に
高
校
生
を
加
え
、
新

た
に
就
職
支
援
と
し
て
、「
就
労

準
備
支
援
事
業
」
の
取
り
組
み

【
保
健
予
防
対
策
】▼
新
た
な「
千

歳
市
健
康
づ
く
り
計
画
」
に
基

づ
く
生
活
習
慣
の
改
善
や
早
期

発
見
・
重
症
化
予
防
に
向
け
た

健
康
づ
く
り
の
推
進
▼
こ
こ
ろ

の
健
康
づ
く
り
と
自
殺
予
防
の

取
り
組
み
の
推
進

【
母
子
保
健
対
策
】
▼
不
妊
に
悩

む
夫
婦
を
支
援
す
る
た
め
、
不

妊
治
療
の
助
成
対
象
拡
充
や
子

ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
づ
く

り
の
推
進

【
医
療
】
▼
市
立
千
歳
市
民
病
院

の
救
急
医
療
、
小
児
・
周
産
期

医
療
、
高
度
医
療
の
充
実
▼
病

院
機
能
評
価
の
認
定
更
新

【
救
急
医
療
体
制
】
▼
平
成
29
年

秋
の
休
日
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

開
設
を
目
指
し
、
建
設
工
事
の

着
手
や
医
師
・
ス
タ
ッ
フ
確
保

【
高
齢
者
福
祉
】
▼
通
所
介
護
・

【
環
境
保
全
対
策
】
▼
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
▼
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
と
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
削
減
の
推
進

【
廃
棄
物
対
策
】
▼
持
続
的
発
展

が
可
能
な
循
環
型
社
会
を
構
築

す
る
た
め
、家
庭
ご
み
の
分
別
・

減
量
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

全
戸
配
布
に
よ
る
啓
発
強
化
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

【
ご
み
処
理
広
域
化
】
▼
２
市

４
町
で
連
携
し
な
が
ら
、
ご
み

処
理
広
域
化
の
地
域
住
民
な
ど

へ
の
説
明
▼
建
設
コ
ス
ト
・
運

営
コ
ス
ト
の
低
減
、
環
境
負
荷

の
抑
制
に
つ
な
が
る
施
設
建
設

へ
の
取
り
組
み

【
下
水
道
事
業
】
▼
水
質
保
全
対

策
と
し
て
、
千
歳
川
左
岸
地
区

の
面
的
整
備
に
着
手
▼
支
笏
湖

温
泉
地
区
の
千
歳
処
理
区
へ
の

統
合
に
向
け
た
汚
水
管
敷
設
の

継
続
▼
支
笏
湖
畔
下
水
終
末
処

理
場
を
汚
水
ポ
ン
プ
場
に
改
造

「
第
６
期
総
合
計
画
」
に
掲
げ
た
、
６
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
別
に
、

主
な
施
策
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

主 

な 

施 

策

【
防
災
】
▼
市
民
の
防
災
・
減
災

意
識
の
醸
成
、
自
主
防
災
組
織

の
結
成
や
育
成
支
援
▼
大
規
模

災
害
な
ど
の
発
生
に
備
え
、
備

蓄
倉
庫
の
整
備
や
防
災
行
政
無

線
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

【
消
防
】
▼
大
規
模
地
震
に
対
応

す
る
消
防
総
合
庁
舎
の
耐
震
化

▼
高
規
格
救
急
自
動
車
の
更
新

【
火
災
の
予
防
】
▼
火
災
発
生
件

数
の
抑
制
と
被
害
の
軽
減

【
住
宅
施
策
】
▼
市
営
住
宅
み
ど

り
団
地
３
号
棟
80
戸
の
整
備

【
千
歳
川
流
域
の
治
水
対
策
】
▼

国
と
の
連
携
に
よ
る
遊
水
地
な

ど
の
整
備
促
進

【
在
日
米
軍
再
編
に
係
る
訓
練
移
転
】

▼
訓
練
移
転
情
報
の
提
供
▼
国
に

協
定
の
順
守
を
求
め
る
要
求
▼
訓

練
移
転
が
継
続
さ
れ
る
と
き
の
再

編
交
付
金
継
続
の
取
り
組
み

【
Ｃ
経
路
】
▼
計
画
的
な
補
修

【
水
道
事
業
】
▼
浄
水
施
設
、
配

水
管
な
ど
の
計
画
的
更
新
▼
安

全
で
お
い
し
い
水
の
安
定
供
給

▼
料
金
改
定
に
よ
る
収
支
改
善

を
図
る
た
め
、中
長
期
的
な
「
経

営
計
画
」
の
策
定
▼
経
営
の
健

全
性
と
事
業
の
持
続
性
確
保

　
　
　

っ
た
か
み
の
あ
る

　
　
　
地
域
福
祉
の
ま
ち

あ

　
　
　

と
地
球
に
や
さ
し
い

　
　
　

環
境
の
ま
ち 

人

　
　
　

全
で
安
心
し
て  

　
　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち

安

【
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
男
女
の

出
会
い
の
場
】
▼
婚
活
パ
ー
テ
ィ

ー
や
結
婚
の
す
ば
ら
し
さ
・
家
族

を
持
つ
こ
と
の
意
義
な
ど
、
結

婚
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
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【
教
育
行
政
】
▼
千
歳
市
総
合
教

育
会
議
を
通
じ
、
教
育
委
員
会
と

連
携
し
た
教
育
行
政
の
取
り
組
み

【
学
力
向
上
】
▼
学
習
支
援
員
の

配
置
や
ハ
イ
パ
ー
Ｑ
Ｕ
検
査
の

実
施
拡
大
▼
全
中
学
校
に
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
の
導
入
▼
小
学
校

の
少
人
数
指
導
用
教
室
、
特
別

支
援
学
級
、
中
学
校
の
理
科
室

な
ど
に
電
子
黒
板
な
ど
の
設
置

【
い
じ
め
・
不
登
校
問
題
】
▼
い

じ
め
の
未
然
防
止
・
早
期
の
発

見
・
対
応
に
向
け
た
取
り
組
み

▼
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
配
置

【
学
校
環
境
の
整
備
】
▼
屋
内
運

動
場
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
化

や
放
送
設
備
の
更
新
、
校
舎
の

大
規
模
改
修
な
ど
の
推
進

【
教
職
員
住
宅
】
▼
管
理
職
住
宅

１
校
１
戸
の
整
備
▼
一
般
教
職

員
住
宅
の
整
備
方
針
策
定

【
特
別
支
援
教
育
】
▼
特
別
支
援

教
育
支
援
員
の
増
員
▼
医
療
的

ケ
ア
を
行
う
た
め
、
学
校
看
護

師
の
配
置

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】
▼
新
セ

ン
タ
ー
の
整
備
に
向
け
、
調
理

場
の
機
能
や
設
備
、
施
設
規
模

な
ど
の
基
本
調
査
▼
外
部
検
討

委
員
会
の
設
置

【
生
涯
学
習
】
▼
市
の
自
然
環
境

や
生
活
環
境
な
ど
を
生
か
し
た
学

習
機
会
の
充
実
▼
生
涯
学
習
情
報

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な
ど
を
活
用
し

た
情
報
発
信
▼
緑
小
学
校
に
放
課

後
子
ど
も
教
室
の
開
設

【
文
化
財
】
▼
国
指
定
史
跡
キ
ウ

ス
周
堤
墓
群
の
普
及
啓
発
事
業

の
実
施
や
世
界
文
化
遺
産
登
録

に
向
け
た
取
り
組
み

予算の内訳
　一般会計　　377 億 3,850 万 9 千円
　　　　　 　 （375 億 7,676 万 3 千円）

　特別会計　　156 億 2,611 万 3 千円
　　　　　　　　  （157 億 4,984 万円）
　国民健康保険  96 億 8,774 万 7 千円
　土地取得事業　　　　　　　 38 万円
　公設地方卸売市場事業  4,087 万 3 千円
　霊園事業　　　　　　4,599 万 2 千円
　介護保険　　　49 億 2,399 万 8 千円
　後期高齢者医療　9 億 2,712 万 3 千円

　公営企業会計　　　152 億 8,743 万円
　　　　　　　（148 億 7,334 万 3 千円）
　水道事業　　　32 億 3,650 万 7 千円
　下水道事業　　51 億 7,383 万 4 千円
　病院事業　　　68 億 7,708 万 9 千円

 　　合　計　　686 億 5,205 万 2 千円
 　　　　　 　 （681 億 9,994 万 6 千円）

　一般会計の歳入内訳
　一般財源　　247 億 9,560 万 1 千円
　　　　 　　　　 (248 億 2,397 万円）
　特定財源　　129 億 4,290 万 8 千円
　　　　 　　 （127 億 5,279 万 3 千円）
　　 合　計  　377 億 3,850 万 9 千円
  　　　　　　（375 億 7,676 万 3 千円）

 ※一般財源は、市税など市が使い道を自  
    由に決められるお金です。
 ※特定財源は、国や北海道の支出金など、
　 使い道が決められているお金です。
　※ ( 　) 内は ､ 平成 27 年度の補正後の
　　予算額です。

【
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
】
▼
総
合
武

道
館
、
温
水
プ
ー
ル
、
青
葉
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
の
計
画

的
な
改
修

【
国
際
交
流
の
推
進
】
▼
情
報
紙

な
ど
を
通
じ
た
市
民
へ
の
情
報

提
供
▼
国
際
理
解
の
促
進
と
国

際
交
流
機
会
の
拡
充

【
姉
妹
都
市
な
ど
と
の
交
流
】
▼

幅
広
い
分
野
の
友
好
交
流
を
推
進

▼
中
国
長
春
市
と
マ
ラ
ソ
ン
を
通

じ
た
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
の
実
施

【
農
業
の
振
興
】
▼
安
全
・
安
心

な
農
畜
産
物
の
生
産
体
制
の
整

備
▼
地
産
地
消
の
推
進
▼
関
係

機
関
・
団
体
な
ど
と
連
携
し
た

貿
易
の
自
由
化
に
伴
う
情
報
の

把
握
▼
国
な
ど
の
補
助
・
助
成

制
度
の
活
用

【
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
】

▼
都
市
住
民
が
農
村
地
域
の
景

観
や
食
と
農
の
魅
力
を
実
感
で

き
る
機
会
の
拡
充
▼
観
光
客
な

ど
に
市
の
魅
力
を
情
報
発
信

【
優
良
農
地
の
確
保
】
▼
土
地
改

良
事
業
の
推
進
▼
農
業
用
施
設

の
適
正
な
管
理
・
機
能
保
持
▼

農
業
・
農
村
が
持
つ
機
能
の
維

持
・
発
揮
の
た
め
、
地
域
の
共

同
活
動
を
支
援

【
支
笏
湖
産
ヒ
メ
マ
ス
】
▼
ふ
化

放
流
事
業
の
円
滑
な
実
施
▼
老

朽
化
し
た
ふ
化
場
関
連
施
設
の

整
備
▼
魚
醤
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
な
ど

【
工
業
の
振
興
】
▼
道
外
の
企
業

を
対
象
と
し
た
企
業
立
地
動
向

調
査
の
実
施
▼
積
極
的
な
情
報

の
発
信
▼
製
品
の
開
発
・
製
造

を
行
う
創
業
者
な
ど
へ
の
支
援

【
立
地
企
業
】
▼
操
業
状
況
な
ど

の
把
握
▼
各
種
助
成
制
度
の
利
用

や
課
題
解
決
、
販
路
開
拓
に
向
け

た
支
援
▼
企
業
間
の
ビ
ジ
ネ
ス

　
　
　

び
の
意
欲
と
豊

　
　
　
か
な
心
を
育
む

　
　
　
教
育
文
化
の
ま
ち

学

　
　
　

力
あ
る
産
業
拠

      

点
の
ま
ち

活

平成 28 年度予算
 未来へ続く

“発
はっしん

進” 予算　

青年海外派遣研修で台湾に
出発する中高生
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【
観
光
振
興
】
▼
観
光
客
が
楽
し

く
安
心
し
て
市
内
観
光
が
で
き
る

よ
う
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
観
光

ガ
イ
ド
の
充
実
▼
交
流
人
口
の
拡

大
に
向
け
た
取
り
組
み

【
道
の
駅
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
千
歳
】

▼
長
く
愛
さ
れ
る
施
設
と
な
る
取

り
組
み
▼
サ
ケ
の
ふ
る
さ
と
千
歳

水
族
館
と
の
相
乗
効
果
が
高
ま
る

よ
う
な
支
援

【
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
大
会
の
誘
致
】

▼
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や
大
会
誘
致
な

ど
の
活
動
を
実
施
▼
ス
ポ
ー
ツ
施

設
使
用
料
の
減
免
拡
充
な
ど
支
援

制
度
の
充
実
▼
関
係
機
関
・
団
体

な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
訪
日
外
国

人
な
ど
に
向
け
た
ゴ
ル
フ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
促
進
▼
市
民
を
対
象
と

し
た
ア
ス
リ
ー
ト
な
ど
に
よ
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

【
雇
用
】
▼
関
係
機
関
と
の
連
携

に
よ
る
市
民
の
就
労
支
援
▼
人

材
を
確
保
す
る
た
め
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
事
業
の
充
実
▼
女
性
の

就
業
促
進
、
若
年
者
の
就
労
意

識
の
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み

主 

な 

施 

策

マ
ッ
チ
ン
グ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

強
化
、
産
学
官
連
携
を
促
進
し
た

地
域
内
経
済
の
振
興

【
高
度
技
術
産
業
の
集
積
】
▼
千

歳
科
学
技
術
大
学
の
学
術
研
究

機
能
を
生
か
し
た
産
学
官
連
携

の
研
究
開
発
活
動
や
最
先
端
研

究
設
備
な
ど
の
利
用
促
進
▼
研

究
開
発
支
援
機
関
な
ど
の
事
業

を
活
用
し
た
新
製
品
・
新
技
術

の
開
発
な
ど
の
支
援

【
商
業
の
振
興
】
▼
商
業
者
の
自

発
的
な
取
り
組
み
に
よ
る
個
店

の
魅
力
化
や
商
業
者
の
連
携
づ

く
り
な
ど
の
支
援
▼
商
業
活
性

化
や
中
心
商
店
街
の
賑
わ
い
再

生
の
取
り
組
み

【
中
小
企
業
に
対
す
る
経
営
支
援
】

▼
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
事

業
活
動
の
安
定
化
や
育
成
・
拡
大

【
流
通
機
能
】
▼
公
設
地
方
卸
売

市
場
の
活
性
化
や
売
上
高
向
上
な

ど
の
取
り
組
み
、
運
営
の
あ
り
方

な
ど
の
検
討

　
　
　

市
機
能
が
充
実

　
　
　
し
た
ま
ち

都

世界陸上競歩 日本代表の表敬訪問

【
新
千
歳
空
港
】
▼
北
海
道
や
関

係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
国

内
外
の
航
空
路
線
の
維
持
・
拡

充
、
空
港
機
能
の
強
化
な
ど
、

国
際
拠
点
空
港
化
の
推
進

【
道
路
整
備
】
▼
幹
線
道
路
や
生

活
道
路
の
計
画
的
な
整
備
▼
仲

の
橋
通
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
着
手
▼
朝
雲
橋
や
日
の
出

橋
の
修
繕
工
事
に
着
手

【
道
路
の
維
持
管
理
】
▼
適
切
な

維
持
管
理
と
施
設
の
長
寿
命
化
、

計
画
的
な
改
修
・
更
新

【
道
央
圏
連
絡
道
路
】
▼
平
成
31

年
度
完
成
供
用
開
始
に
向
け
た
、

国
へ
の
整
備
促
進
の
要
望
▼
道
道

泉
沢
新
千
歳
空
港
線
の
４
車
線
化

と
延
伸
計
画
に
つ
い
て
、
北
海
道

や
関
係
団
体
と
連
携
し
た
事
業
化

の
促
進

【
交
通
政
策
】
▼
千
歳
市
交
通
戦

略
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
市
民
の

利
便
性
や
交
通
事
業
者
の
経
済

性
、
行
政
に
お
け
る
公
共
性
の

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
市
内
バ
ス

路
線
の
再
編
を
は
じ
め
と
し
た

各
種
交
通
施
策
を
展
開
し
、
誰

も
が
使
い
や
す
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
交
通
手
段
を
選
択
で
き
る
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
に
向

け
た
取
り
組
み

　　　民協働による
　自主自立の行政経営

【市民協働の推進】
　協働事業などの実施を通じて、
市民協働の理念を伝え、すそ野
を広げる取り組みを進め、市民
協働のさらなる浸透を図ります。

【市民の参加によるまちづくり】
　広報ちとせ、市ホームページ、
市長の出前講座、市政ガイドな
どにより、市政に関する情報提
供を図り、市民の市政に対する
理解や関心を促すとともに、市
長への手紙・ポスト、パブリッ
クコメントなど、さまざまな方
法により把握した市民の意向を
市政に反映します。

【市役所の第２庁舎建設】
　まちづくりを推進する中核的
な公用施設として、市民が多く
利用する窓口の集約化や開放的
な展望を有する食堂の設置など、
市民が親しみ利用しやすい庁舎
を目指すとともに、防災拠点と
して高い耐震性能を有し、自然
環境にやさしく経済性や維持管
理にも配慮した庁舎となるよう
取り組みを進めます。

【住民票交付などの窓口サービス】
　平成 28 年１月から交付が始
まった個人番号カードを活用し
て、市民が身近なコンビニエン
スストアで住民票などの証明書
を受け取ることができるよう、コ
ンビニ交付を導入します。

行政経営の
基本目標
市

【
千
歳
川
周
辺
の
環
境
整
備
】
▼

千
歳
川
沿
い
の
河
川
緑
地
に
桜

の
植
樹
を
進
め
、
市
民
に
親
し

ま
れ
る
水
辺
環
境
の
整
備

【
公
園
緑
地
の
整
備
】
▼
遊
具
の

更
新
や
撤
去
・
改
修
を
は
じ
め
、

高
齢
者
な
ど
に
配
慮
し
た
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
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平成 28年度

　第６期総合計画に掲げた「まちづくりの基本目標」
と行政経営の基本目標別の主要な施策のうち、重点
施策に掲げている事業予算についてお知らせします。

主要な施策と発進予算

記事のお問い合わせ
　　　　　　　　　企画課企画調整係
　　　　　　　　　　(24)０４３９
　　予算について　財政課財政係　　　　
　　　　　　　　　　(24)０５４１

市政執行方針
について

      びの意欲と豊かな心を育む教育文化のまち
事業名 予算額

国際交流事業 653 万 3 千円
学力向上推進事業 3,031 万 7 千円
教職員管理職住宅建替事業 2,191 万 4 千円
小・中学校ＩＣＴ機器等整備事業 5,202 万 7 千円
小・中学校大規模改修事業 2 億 4,045 万 8 千円
放課後子ども教室推進事業 37 万 4 千円
縄文遺跡群世界遺産登録推進事業 123 万 8 千円
国指定史跡整備事業 ( キウス周堤墓群 ) 1,201 万円
新給食センター整備事業 614 万 1 千円
青葉公園庭球場改修事業 2,800 万円
温水プール改修事業 3,070 万円

学

事業名 予算額
Ｃ経路舗装補修事業 1 億 1,930 万円
公営住宅建替事業 ( みどり団地 ) 7 億 0,940 万円
防災行政無線デジタル化整備事業 738 万 8 千円
防災備蓄倉庫整備事業 1,071 万 5 千円
消防総合庁舎改修事業 1 億 0,358 万円
小学校非構造部材耐震化事業 477 万 5 千円

      全で安心して暮らせるまち安

事業名 予算額
エコチャレンジ補助事業 251 万円

      と地球にやさしい環境のまち人

事業名 予算額
町内会館整備事業 1,238 万 9 千円
町内会館改修事業 2,822 万 2 千円
生活困窮者自立支援事業 1,355 万 7 千円
介護サービス提供基盤等整備事業 6,130 万 9 千円
障がい者就労支援事業 1,256 万 9 千円
北陽小学校区学童クラブ新築整備事業 9,113 万 8 千円
緑小学校区学童クラブ新築整備事業 252 万 7 千円
医療体制整備事業 1 億 3,655 万 3 千円
休日夜間急病センター整備事業 1 億 5,132 万 5 千円
不妊治療費助成事業 588 万 5 千円

      ったかみのある地域福祉のまちあ

事業名 予算額
若者・女性等就職サポート事業 40 万 1 千円
経営安定化対策事業 6,806 万 7 千円
新規就農者特別支援事業 675 万円
多面的機能支払事業 5,488 万 4 千円
支笏湖ヒメマスふ化場附帯施設整備事業 1,213 万円
企業誘致推進事業 1,174 万 4 千円
立地企業振興事業 1 億 5,376 万 2 千円
商店街振興事業補助事業 741 万 6 千円
商業等活性化事業 851 万 9 千円
観光ＰＲ事業 1,099 万 1 千円
観光スポーツ連携事業 424 万 6 千円

      力ある産業拠点のまち活

事業名 予算額
新千歳空港 24 時間運用枠拡大に伴う
周辺環境対策事業 6,033 万 7 千円

新千歳空港整備事業 1 億 5,898 万 5 千円
橋梁長寿命化対策事業 1 億 4,120 万円
道路ストック整備事業 1 億 3,544 万 1 千円

      市機能が充実したまち都

事業名 予算額
第２庁舎建設事業   5,198 万 3 千円
自衛隊体制強化要望活動事業         142 万円  
市民協働推進事業 745 万 2 千円

      民協働による自主自立の行政経営市

　平成 28年度の予算は、財政標準化計画の目標達成
を基本に扶助費などの財源を確実に措置しながら、一
定の事業量を確保するとともに、定住促進、子育て支
援などの各種施策を着実に進め、千歳のさらなる発展
を目指し「未来へ続く “発進” 予算」として取りまと
めました。
　この結果、一般会計の総額は 377 億 3,850 万 9 千
円となり、平成 27年度の政策予算を追加した後との
比較では、1億 6,174 万 6千円、0.4％の増となって
います。
　また、一般会計、特別会計、公営企業会計の総額で
は、平成 27 年度の補正後の予算に比べ 0.7％の増、
686億 5,205 万 2千円となりました。



４
月
か
ら
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、障
が
い
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

 
お
互
い
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
、共
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

 
国
・
市
の
行
政
機
関
、
会
社
や
お
店
な
ど
の
民
間
事
業
者
に

 

障
が
い
を
理
由
と
す
る 「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止
」
や 

「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」 を
求
め
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

今
月
の
焦
点
は
、「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
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　障がいのある方が日常生活や社会生活を送る上で利用
しにくい制度や施設、設備であったり、障がいのある方
を意識していない慣習、偏見などです。

社
しゃかいてきしょうへき

会的障壁とは？

・段差がある施設（車いすでは進めない）
・漢字が多い書類（理解しづらい）
・画像が多いホームページ（読み上げソフトが機能しない）
・言葉づかいなどで子ども扱いする
・障がいのある方は、病院や施設で生活することが幸せという考え

例えば

　正当な理由がないにもかかわらず、障がいのある方に対して
サービスの提供拒否や制限をすることです。

不
ふ と う

当な差
さ べ つ て き

別的取
と

り扱
あつか

いとは？

・スポーツクラブやサークルなどの入会を断る
・アパートやレンタカーなどの賃貸借契約を断る
・車いすの使用や介助者が一緒にいることを理由に、
　商業施設やお店などの入店を断る
・障がいのある方を無視して介助者だけに話しかける

例えば

　障がいのある方から、なんらかの配慮を求める意思の表
明があったときに、隔て・妨げを取り除くために必要な配
慮を負担にならない範囲で行うことです。

合
ご う り て き は い り ょ

理的配慮とは？

・筆談や文章をゆっくり読み上げることを求められたときは、
　できる限り対応する
・障がいのある方を案内するときは、歩く速度を合わせる
・配布する資料やチラシなどにふりがなを付ける

例えば

　障害者手帳を持っている、持っていないにかかわらず、
身体障がい、知的障がい、精神障がい (発達障がいを含む )、
その他、心や体の働きに障がいのある方が対象になります。

法
ほうりつ

律の対
たいしょう

象になる方
かた

は？１

２

３

４



　個人に対して義務や罰則は課せられませんが、差別をな
くし、障がいのある方もない方も暮らしやすい社会を実現
するため、市民の皆さんにもできることがあります。

市
し み ん

民の皆
みな

さんにできること

・障がいのある方が困っていると思ったときは、積極的に声
　をかけ、手伝いが必要か確認する
・障がい者用駐車スペースに障がいのある方以外は駐車しない
・車いす利用者が階段で困っているときは、移動をサポートする
・補助犬の妨げになることをしない
・点字ブロックの上に物を置かない

例えば

不当な
差別的取り扱い

障がい者への
合理的配慮

国・市の
行政機関 　　禁止 配慮しなければなりません

（法的義務）

民間事業者 　　禁止 配慮に努めなければ
なりません（努力義務）

　障がいのある方に対する不当な差別的取り扱いは、行政
機関、民間事業者のいずれも禁止されています。また、合
理的配慮は、法律で行政機関に義務づけられ（法的義務）、
民間事業者は努力義務となっています。

×
×

義
ぎ む

務や責
せきにん

任は？

※民間事業者には ､ 会社やお店のほかサークルやＮＰＯ法人 ､
　ボランティア団体などを含みます。
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ドイツでは、障がいのある方に対して「いま、
あなたに困っていることがあれば、お手伝

いします」と声をかける習慣があります。
　20年以上前、研修でドイツに行ったときのこと
です。横断歩道を渡ろうとしていた目の不自由な
方に 10歳くらいの女の子が「困っていることはあ
りませんか」と声をかけ、手を引いて一緒に歩い
ていました。また、スイスでは、車いすの方がバ
スを利用するとき、他の乗客２､３人で車いすをバ
スに積み、降りるときも率先して手伝っている光
景を目にしました。障がいのある方に自然と手を
差し伸べることができる姿を見て驚きました。
　「できなくてかわいそう」など、障がいのある
方を特別視してしまいがちですが、全てに手を差
し伸べる必要はないと思います。「段差があり登
れない」、「高いところの物に手が届かない」など
困っているとき自然に声をかけて、必要に応じて
お手伝いすることで、みんなが暮らしやすいまち
につながると信じています。

▼プロフィール
昭和 53年から ､千歳いずみ学園の職員として障がいの
ある方の入所支援や就労支援に携わる。日本知的障害
者福祉協会評議員 ､北海道知的障がい福祉協会副会長 ､
道央知的しょうがい者福祉施設協会会長などを務める。

声をかけることから
はじめませんか

荒
あ ら

　洋
よ う い ち

一　さん

社会福祉法人
千歳いずみ学園総合施設長

　市では、障がいのある方に適切な対応を
するため「障害を理由とする差別の解消の推
進に関する千歳市職員対応要領」を作成し、
差別のない市民サービスに努めていきます。

差別のない
市民サービスに努めます

障がいのある方が、生活の中で困ったことを
気軽に相談できる身近な相談窓口があります

●千歳市障がい者総合支援センター　C
ち っ ぷ
hip

　(27) ２２１０　FAX (27)0050

●千歳地域生活支援センター
　(40) ６３２３　FAX (40)6004

１

４

５

６
＜お問い合わせは＞

保健福祉部障がい者支援課
（24）０３２７

　　  FAX（22）８８５１
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日
本
脳
炎
は
、
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
た
豚
の
血
液
を
吸
っ
た
蚊
が

人
を
刺
す
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
す

る
病
気
で
す
。

　

全
て
の
方
に
症
状
は
現
れ
ま
せ

ん
が
、
一
部
の
方
に
は
、
６
日
～

16
日
間
の
潜
伏
期
間
を
経
て
、
数

日
間
の
高
熱
、
頭
痛
、
悪
心
、
嘔

吐
（
小
児
は
、腹
痛
、下
痢
を
伴
う
）

か
ら
始
ま
り
、
太
陽
光
な
ど
の
光

へ
の
過
敏
症
や
意
識
障
害
、
け
い

れ
ん
な
ど
の
中
枢
神
経
系
障
害
（
脳

の
障
害
）
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

有
効
な
治
療
法
は
な
く
、
発
症

し
た
方
の
死
亡
率
は
20
～
40
パ
ー

セ
ン
ト
で
す
。

　

ま
た
、
手
足
の
震
え
、
ま
ひ
、

知
的
障
害
な
ど
の
神
経
的
な
後
遺

症
が
45
～
70
パ
ー
セ
ン
ト
の
方
に

み
ら
れ
、
小
児
で
は
重
度
の
障
害

を
残
す
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

患
者
は
、
西
日
本
に
多
く
、
年

間
の
患
者
数
は
10
人
以
下
で
、
50

歳
以
上
の
方
に
多
く
見
ら
れ
ま
す

が
、
５
年
間
で
子
ど
も
６
人
に
発

症
が
あ
り
ま
し
た
。

　

北
海
道
で
は
、
日
本
脳
炎
ウ
イ

ル
ス
を
運
ぶ
蚊
が
ほ
と
ん
ど
生
息

日本脳炎の予防接種が
定期接種になりました
日本脳炎は、高熱や頭痛、嘔吐などの症状から始まり、意識障害、
けいれんなどを引き起こし、最悪のときは死に至る病気です。
今月のズームアップは、４月から開始した日本脳炎の定期接種についてお知らせします。

し
て
い
な
い
と
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
、

北
海
道
で
日
本
脳
炎
を
発
症
し
た

方
は
い
ま
せ
ん
。

日
本
脳
炎
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

ウ
イ
ル
ス
を
主
に
媒
介
す
る
コ

ガ
タ
ア
カ
イ
エ
カ
は
、
水
田
や
沼

地
な
ど
の
大
き
な
水
た
ま
り
に
産

卵
す
る
性
質
が
あ
り
ま
す
。

　

暑
い
日
中
よ
り
も
日
暮
れ
以
降

か
ら
活
動
が
活
発
に
な
り
ま
す
の

で
、
夕
方
以
降
に
外
出
す
る
と
き

は
、
蚊
よ
け
剤
の
使
用
や
長
袖
・

長
ズ
ボ
ン
な
ど
を
着
用
す
る
な
ど
、

蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
予
防
法
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

ま
た
、
予
防
接
種
を
す
る
こ
と

が
有
効
な
予
防
法
で
す
。
近
年
の

日
本
脳
炎
患
者
の
多
く
は
、
予
防

接
種
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

予
防
接
種
が

有
効
な
予
防
法

　

現
在
、
北
海
道
で
の
発
症
は
確

認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
道
外
や

海
外
へ
の
往
来
が
増
え
た
こ
と
に

よ
り
、
今
後
、
感
染
の
可
能
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
４
月
に
定
期
接

種
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

　

年
齢
に
よ
り
接
種
期
間
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

対
象
の
方
に
は
毎
年
度
、
順
次
、

ご
案
内
し
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は

重
い
副
反
応
の
問
題
に
よ
り
、
平
成

17
年
～
21
年
ま
で
、
接
種
を
積
極
的

に
勧
め
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
新

し
い
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
接
種
が
開

始
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
機
会
を
逃
し

た
方
の
た
め
の
特
例
措
置
を
設
け

て
い
ま
す
。

ズームアップ
zoom up
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平成 28年度の案内対象者

１　平成 25年４月１日以降に生まれた方
　　 （３歳児健診時に案内を配布します）
２　平成 22年４月２日～平成 23年４月１日
　　に生まれた方
３　平成 21年４月２日～平成 22年４月１日
　　に生まれた方（小学１年生）
４　平成 10年４月２日～平成 11年４月１日
　　に生まれた方（高校３年生）
５　平成９年４月２日～平成 10年４月１日
　　に生まれた方

・実施日や実施時間は、各医療機関にお問い合わせく
　ださい（事前予約が必要な医療機関があります）。
・接種には、保護者の同伴が必要です。
　（13 歳以上の方は、接種について予診票と同意書で
　保護者の同意が確認できたとき同伴不要です）
・接種は、発熱や接種部位の腫れなど副反応の可能性を
　考慮した上で本人や保護者の方が判断してください。

市内指定医療機関の一覧

定期接種の期間と回数
定期接種費用は無料です。

（市内指定医療機関での接種に限ります）
　標準的な接種年齢に該当する方や定期接種
の対象期限に差し迫っている方などに案内を
郵送します。

●平成 23年５月 19 日までに接種歴のある方
６日以上の間隔をおいて残りの回数を接種

●平成 22年３月 31 日までに接種歴のある方
６日以上の間隔をおいて残りの回数を接種

（３）９歳～ 12 歳の方

●平成 22年３月 31 日までに接種歴のない方
（１）７歳５カ月までに１回接種できる方

（２）７歳５カ月までに２回接種できる方

医療機関名 住所・電話番号 備考
梅ヶ丘
クリニック

梅ヶ丘１丁目４－１
(22) ３７５５ ９歳以上の方

長都内科
クリニック

勇舞８丁目２－２
(23) ７７０１ ３歳以上の方

神谷医院 花園５丁目１－２
(23) ３３９５

土曜日は 13
歳未満不可

くみたこども
クリニック

信濃２丁目２－１
(40) ８００１ 予約不要

こにし小児科
医院

高台４丁目２－４
(23) １１９５

毎週火曜日に
実施

市民病院 北光２丁目１－１
(24) ３０００ 中学生まで

住吉こども
クリニック

住吉３丁目 16－ 10
(40) ２３４４

特例の方は通院
患者のみ受付

北斗内科
小児科医院

北斗６丁目１－１
(23) ４３２０

13歳以上も
要保護者同伴

①平成 19年４月２日～平成 21年 10 月 1日に
　生まれた７歳５カ月までの方と９歳～ 12歳の方

②平成 19年４月１日以前に生まれた 19歳までの方

７歳５カ月
までに接種

９歳か
ら接種

12 歳ま
でに接種

広報ちとせ 平成 28(2016) 年４月号

次の方は、特例で接種できます

【お問い合わせ】
保健福祉部

母子保健課母子保健係
　(24) ３１４８

※７歳６カ月～８歳の方は定期接種の対象外。

６日以上
間隔をおく

１回目 ２回目 ３回目 ４回目

１回目 ２回目 ３回目 ４回目
６日以上
間隔をおく９歳か

ら接種

６カ月以上
間隔をおく

６日以上
間隔をおく

６カ月以上
間隔をおく

12 歳ま
でに接種

12 歳ま
でに接種

１回目 ３回目 ４回目
６日以上
間隔をおく ７歳５カ月

までに接種

２回目
６日以上
間隔をおく９歳か

ら接種

●平成 23年５月 19 日までに接種歴のない方

１回目 ２回目 ３回目 ４回目
６日以上
間隔をおく

６カ月以上
間隔をおく

６日以上
間隔をおく 19 歳ま

でに接種

※20歳以上の方は定期接種の対象外。

接種期 接種回数

１期
（生後 6カ月～
７歳５カ月）

３回
※６日以上の間隔をあけて２回接種し
　た後、６カ月以上の間隔をあけて１
　回接種。
※標準的な接種年齢
　１・２回目：３歳　３回目：４歳

２期
（９歳～ 12歳）

１回
※標準的な接種年齢：９歳

※法律により、平成 21 年 10 月２日以降に生まれた方が１期
　( 生後６カ月～７歳５カ月 ) に３回接種できなかったときは、
　残りの回数を２期 ( ９歳～ 12 歳 ) に接種できません。

※市外で接種を希望する方は、事前に手続きが必要
　になります。



●

くらし
の
ス
ラ
カ
「
の
地
敷
人
個

！
で
任
責
の
ら
自、
は
」
巣

トピック

　　　　　　　　　　

募集

　①市提案型協働事業（平成 29年度・平成 30 年度実施）
事業名 団体が担う主な役割 事業担当課

　②市民協働プロモーション事業（平成 29年度～平成 31年度実施）
事業名 事業内容 事業担当課

場所 連絡先

出
選
区
５
第
道
海
北
院
議
衆

す
ま
い
行
を
挙
選
欠
補
員
議

Information
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殖
繁
は
ス
ラ
カ
、
と
る
な
に
春

。
す
ま
め
始
を
り
作
巣
め
た
の

　

法
、
は
巣
の
鳥
野
の
前
む
産
を
卵

。
す
ま
き
で
去
撤
も
で
誰
、
上
律

土
、
は
巣
る
あ
に
内
地
敷
の
人
個

で
任
責
の
者
理
管
や
者
有
所
の
地

撤
、
は
市
。
い
さ
だ
く
て
し
理
処

（
ん
せ
ま
し
去

付
見
を
巣
で
記
左

。）
い
さ
だ
く
絡
連
ご、
は
き
と
た
け



係
境
環
然
自
課
境
環

本庁舎
３階34番

(24)

７
９
５
０

くらし

市と一緒に取り組む
協働事業などの実施団体を募集します本庁舎

２階 22番 市民協働推進課市民協働推進係　　(24) ０４５２

【対　象】構成員５人以上で、会則や収支報告を作成している市民活動団体
【補助金】事業の実施に必要な額（千円単位）を交付
【申込方法】①市提案型協働事業　４月 28 日（木）まで事前相談し、５月 31 日（火）までに申請
　　　　　②市民協働プロモーション事業　６月 30 日（木）までに申請
※①②とも、市民協働推進課で配布する申請書類（市指定用紙）に必要事項を記入の上、持参。
　（申請書類は、市のホームページからも入手できます）

地域福祉勉強会開催事業 勉強会の企画・開催・運営 福祉課
介護保険サービス空き情報事業 情報の収集･発信 高齢者支援課敬老会開催事業 敬老会の企画･運営
水と緑を歩こう会事業 ウォーキングの企画・運営・広報

健康づくり課ウォーキング事業 まちなかウォーキングの企画・運営・広報
健康まつり事業 場内案内､ブース運営補助･広報
食育推進事業 健康まつりブース運営補助､パネル展実施･広報
「子育てするなら､千歳市」プロモーション事業 プロモーション動画の企画･制作･発信 こども政策課
かつ婚ちとせ開催事業 イベントの企画･運営､結婚の仲介支援 市民協働推進課
緊急避難所（子ども110番の家）指定事業 避難所指定の依頼、校区別安全マップ作成など 青少年課
埋蔵文化財常設展示解説シート作成事業 常設展示の解説資料（パンフレット）作成 埋蔵文化財センターキウス周堤墓群の遺跡解説事業 周堤墓群へのバス運行､見学者の案内など
景観士講座開催事業 講座の企画･開催･運営 まちづくり推進課
生活道路劣化度等評価事業 路面の現状調査など、一般的な点検 道路建設課
市民協働研修開催事業（協働事業事例研究） 市職員を対象とした研修の企画･運営 市民協働推進課

戦没者追悼式事業 戦没者追悼式典の企画、会場設営など 福祉課
地域安全活動推進事業 連絡協議会の運営、防犯活動を実践する事業 市民生活課
生涯学習フォーラム開催事業 文化団体などの出展･発表などを交えたフォーラム開催 生涯学習課英会話教室開催事業 市民を対象にした英会話教室の開催
自主防災支援事業 ｢みんなでつくる災害に強いまちづくり｣ 防災フォーラム・図上訓練など､講演会や講座の開催 危機管理課

公園・緑地 千歳市環境整備
事業協同組合 (24)１３６６

市営住宅内公園 市営住宅窓口
センター

 ０８００
 (800)１９４５

市道の街路樹 道路管理課 ※ (24)０４０６
小中学校の敷地 教育委員会

企画総務課 ※ (24)０８２９
末広
第１･第２霊園

千歳市シルバー
人材センター (26)２２７７

防衛省移転跡地 千歳防衛事務所 (23)３１４５
サーモンパーク
千歳の敷地 観光事業課 ※ (24)０３６６

】
日
示
告
【

月
４

12
日
（火）　

】
日
票
投
【

月
４

24
日
（日）　

20

19

）
で
ま
時

】
方
る
き
で
票
投
【

４
年
８
成
平

月
25

成
平
、
れ
ま
生
に
で
ま
日

28

月
１
年

11

に
市
歳
千
に
で
ま
日

住

登
民

方
る
い
て
し
を
録

※

は
間
月
カ
４
も
方
た
れ
さ
出
転

さ
録
登
に
簿
名
人
挙
選
の
市
歳
千

投
で
市
歳
千
、
で
の
す
ま
い
て
れ

。
す
ま
き
で
票

】
票
投
前
日
期
【●

　

月
４

13

23

時
８
（
日

30

20

）
時

●
）
方

月
４

19
日
（火）　

12

19
時

所
支
台
陽
向
●

　

月
４

20
日
（水）　

時
９

30

17
時
30
分

月
４
）
方
る
す
住
居
に
区
地

21
日

（木）　

10

14
時

】
票
開
【

月
４

24
日
（日）　　　　　　

20
時
45

※

び
よ
お
場
会
票
開
、
は
報
速
票
開

。）
可
不
は
せ
わ
合
い
問
の
話
電
（す
ま



係
挙
選
課
挙
選

本庁舎
地下１階

(24)

５
９
７
０

くらし

※

表
代
の
所
役
市
、
は
日
祝
日
土
や
間
夜

 

(24)

。
い
さ
だ
く
け
か
お
に
１
３
１
３



。
す
で
話
電
通
直
、
は

日
土
、
間
夜
、
き
と
る
あ
が
示
表
線
内

、
日
祝

12
月
29

　
(24)

。
い
さ
だ
く
け
か
お
に
１
３
１
３
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【
全
道
統
一
防
火
標
語
】「
無
防
備

な　

心
に
火
災
が　

か
く
れ
ん
ぼ
」

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
季
節
で
す
。
家
族
み
ん
な

で
火
災
予
防
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
～
３
つ
の
習
慣
～　

❶
寝
た
ば
こ

は
、
絶
対
に
や
め
る
❷
ス
ト
ー
ブ
の

周
り
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

か
な
い
❸
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば

を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

　

～
４
つ
の
対
策
～　

❶
逃
げ
遅
れ

を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
す
る
❷
寝
具
や
衣
類
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品

を
使
用
す
る
❸
火
災
を
小
さ
い
う
ち

に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な

ど
を
設
置
す
る
❹
お
年
寄
り
や
身
体

の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣

近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る



４
月
20
日
～
30
日
は
、

春
の
市
民
火
災
予
防
運
動

消
防
本
部

予
防
課
予
防
係

消防本部
２階

(23)
０
４
２
０

くらし
【
対
象
】市
内
に
居
住
し（
予
定
含
む
）

一
般
住
宅
（
新
築
含
む
）
を
所
有
す

る
、
次
の
全
て
に
あ
て
は
ま
る
方

▼
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
太
陽
熱

利
用
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
（
ち

と
せ
プ
レ
ミ
ア
ム
リ
フ
ォ
ー
ム
券
を

利
用
し
て
設
置
す
る
対
象
機
器
は
、



エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
金

申
請
受
付
を
開
始
し
ま
す

環
境
課
環
境
計
画
係

本庁舎
３階 34 番

(24)
０
５
９
０

くらし

補
助
対
象
外
）
▼
機
器
設
置
の
工
事

着
工
前
に
申
請
し
、
平
成
29
年
３
月

15
日

（水）
ま
で
に
必
要
書
類
が
提
出
で

き
る
方
▼
市
税
に
滞
納
が
な
い
方
▼

市
が
行
う
ア
ン
ケ
ー
ト
と
１
年
間
の

環
境
モ
ニ
タ
ー
に
協
力
で
き
る
方

【
申
請
方
法
】申
請
書（
市
指
定
用
紙
）

な
ど
の
必
要
書
類
を
持
参（
郵
送
不
可
）

※
申
請
書
は
、
環
境
課
か
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
。

【
申
請
期
間
】
４
月
11
日
～
平
成
29

年
１
月
31
日

※
補
助
額
が
予
算
額
に
達
し
た
と

き
は
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

　

20
歳
以
上
の
学
生
で
、
在
学
中

に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
方
は
、
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
」
の
制
度
が
利

用
で
き
ま
す
。

　

手
続
き
は
毎
年
必
要
で
、
平
成

28
年
度
の
申
請
は
、
４
月
か
ら
受

付
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
に
学
生
納
付
特
例

の
承
認
を
受
け
、
平
成
28
年
度
も

同
じ
学
校
に
在
学
す
る
方
は
、
４

月
中
旬
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
る
申
請
書（
は
が
き
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
返
送
す

る
こ
と
で
更
新
で
き
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】年
金
手
帳
、

学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
、
印
鑑

※
退
職
後
、
学
生
に
な
っ
た
方
は
、

離
職
票
や
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
。

※
一
部
の
学
校
は
、対
象
外
で
す
。



国
民
年
金
保
険
料
学
生
納

付
特
例
の
申
請
受
付
中

市
民
課
年
金
係

本庁舎
１階２番

(24)
０
２
６
７

くらし

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
開
始
に

よ
り
受
信
障
害
が
解
消
し
た
地
区

の
共
同
受
信
施
設
は
、
平
成
28
年

８
月
か
ら
撤
去
し
ま
す
。

　

８
月
以
降
、
共
同
受
信
で
テ
レ
ビ

を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
屋
外
ア
ン
テ
ナ
へ
の
切
替
を
お

願
い
し
ま
す
（
ア
ン
テ
ナ
の
助
成

は
、
平
成
29
年
３
月
31
日

（金）
ま
で
）。

【
平
成
28
年
度
の
撤
去
地
区
】
新
富

１･

２･

３
丁
目
（
一
部
）、
北
栄

１
（
一
部
）･

２
丁
目
、北
斗
１
（
一

部
）･

２
丁
目 

屋
外
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
は

お
早
め
に

電
気
設
備
課

主
査
（
地
デ
ジ
担
当
）

西庁舎
１階

(24)
０
３
２
４

くらし

【
対
象
】
市
内
に
居
住
す
る
方

【
助
成
申
込
の
手
順
】
❶
市
に
申
込

書
（
市
指
定
用
紙
）
を
提
出
❷
市
か

ら
助
成
金
交
付
決
定
通
知
書
と
交

付
請
求
書
用
紙
を
送
付
❸
市
内
販

売
店
で
電
動
生
ご
み
処
理
機
・
コ
ン

ポ
ス
ト
な
ど
を
購
入
❹
市
に
交
付

請
求
書
を
提
出
❺
交
付
額
の
確
定

後
、
助
成
金
を
振
り
込
み

※
市
外
の
販
売
店
や
通
信
販
売
な

ど
に
よ
る
購
入
は
対
象
外
で
す
。

※
平
成
20
年
度
以
降
に
助
成
を
受

け
た
方
は
、
同
じ
品
目
の
助
成
は
不

可
（
品
目
が
異
な
る
と
き
は
可
）。

※
❷
の
交
付
決
定
前
に
購
入
し
た

方
は
、助
成
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

【
申
込
書
の
提
出
方
法
】
申
込
書

を
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
環
境
課（
市

役
所
３
階
34
番
窓
口
）
に
持
参

※
申
込
書
は
、市
内
販
売
店
、環
境
課
、

千
歳
駅
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
。

【
申
込
先
】
〒
066-

0012　

美
々
758-

54

千
歳
市
環
境
セ
ン
タ
ー
廃
棄
物
対

策
課
資
源
循
環
推
進
係

Ｆ
Ａ
Ｘ
(23)
２
４
９
２

【
申
込
開
始
】
４
月
11
日

（月）

手当の種類 ３月まで ４月から

①児童扶養
　手当（※）

全部支給 42,000円 42,330円

一部支給  9,910円
～41,990円

9,990円
～42,320円

②特別児童
　扶養手当

１級 51,100円 51,500円
２級 34,030円 34,300円

③障害児福祉手当 14,480円 14,600円
④特別障害者手当 26,620円 26,830円
⑤経過的福祉手当 14,480円 14,600円

対象
品目

電動生ごみ処理機
（１世帯１台まで )

助成
金額

購入金額の50％
(２0,000円以内)

台数 18 台 ( 申込順 )

対象
品目

コンポスト ･ 密閉式容器
( １世帯２台まで )

助成
金額

購入金額の50％
(３,000円以内)

台数 80 台 ( 申込順 )

助成の内容

※児童が２人以上のとき、２人目は５,000円、
　３人目以降は、１人につき３,000円加算。



「
生
ご
み
処
理
機
」
な
ど

の
購
入
費
を
助
成
し
ま
す

廃
棄
物
対
策
課

資
源
循
環
推
進
係

環境
センタ－

(23)
２
１
１
０

くらし

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
券
助
成
事

業
に
登
録
を
希
望
す
る
事
業
所
を

募
集
し
ま
す
。

【
対
象
】
市
内
で
次
の
い
ず
れ
か
の
事

業
を
営
み
、
市
税
に
滞
納
の
な
い
事
業

者
▼
公
衆
浴
場
ま
た
は
入
浴
施
設
▼
公

共
の
浴
用
に
供
す
る
温
泉
施
設
▼
路
線

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
運
行
▼
国
土

交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
て
行
う
患
者

な
ど
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス
▼
特
定
の
地
域

を
対
象
と
し
て
設
置
す
る
バ
ス
運
行
協

議
会
▼
理
容
師
法
ま
た
は
美
容
師
法
に

定
め
る
事
業
者
▼
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ

指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
等
に
関

す
る
法
律
に
定
め
る
事
業
者

【
申
込
書
類
】
高
齢
者
支
援
課
で
配
布

す
る
申
込
書
（
市
指
定
用
紙
）、
営
業

許
可
書
な
ど
の
写
し
、
納
税
証
明
書

【
申
込
期
間
】
４
月
11
日
～
４
月
28
日

※
年
度
途
中
の
登
録
は
で
き
ま
せ
ん
。



福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
券
の
新
規
指

定
事
業
者
の
登
録
を
受
付
し
ま
す

高
齢
者
支
援
課

高
齢
福
祉
係

本庁舎
１階９番

(24)
０
２
９
５

くらし



介
護
予
防
活
動
実
施
団
体
の
事

業
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

高
齢
者
支
援
課

介
護
予
防
係

本庁舎
１階９番

(24)
０
２
９
４

くらし
【
対
象
】
地
域
で
元
気
に
介
護
予

防
活
動
を
し
て
い
る
会
員
10
人
以

上
の
高
齢
者
の
任
意
団
体
（
老
人

ク
ラ
ブ
な
ど
を
除
く
）

《
申
請
書
配
布
・
説
明
会
》

【
と
き
】
４
月
19
日

（火）　

10
時
～

　
　

  　

４
月
25
日

（月）　

14
時
～

【
と
こ
ろ
】
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
402
号

【
申
請
期
間
】
４
月
20
日
～
５
月
13
日

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

くらし
①
②
こ
ど
も
家
庭
課
こ
ど
も

家
庭
係 　
　

(24)
０
３
２
８

③
④
⑤
障
が
い
者
支
援
課
障
が

い
福
祉
係  　

(24)
０
３
２
７

４
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当
な
ど

の
額
が
改
定
に
な
り
ま
し
た

本庁舎１階
８番・６番


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募集



臨
時
窓
口
の
開
庁（
通
知
カ
ー
ド
・

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
）

市
民
課
主
査

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
担
当
）

本庁舎
１階１番

(24)
０
２
７
１

くらし
【
対
象
】
▼
市
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

通
知
カ
ー
ド
を
お
預
か
り
し
て
い
る
方

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
個
人
番
号
カ
ー

ド
交
付
・
電
子
証
明
書
発
行
通
知
書

兼
照
会
書
（
は
が
き
）
が
届
い
た
方

【
開
庁
日
】
４
月
23
日
、
24
日

　
　
　
　
（
９
時
～
16
時
30
分
）



市
立
認
可
外
保
育
所
の
保

育
士
を
募
集
し
ま
す

こ
ど
も
政
策
課
保
育
係

本庁舎
１階７番

(24)
０
３
４
０

募集
【
募
集
人
員
】
１
人

【
資
格
】
55
歳
く
ら
い
ま
で
の
自

動
車
通
勤
が
可
能
な
保
育
士
の
資

格
を
有
す
る
方
（
資
格
取
得
見
込

み
の
方
を
含
む
）

【
勤
務
場
所
】
支
笏
湖
保
育
所
な
ど



認
定
こ
ど
も
園
の
延
長
保
育
士

（
非
常
勤
職
員
）
を
募
集
し
ま
す

こ
ど
も
政
策
課
保
育
係

本庁舎
１階７番

(24)
０
３
４
０

募集
【
募
集
人
員
】
１
人

【
資
格
】
55
歳
く
ら
い
ま
で
の
保
育

士
の
資
格
を
有
す
る
方

【
勤
務
場
所
】
認
定
こ
ど
も
園
ひ
ま
わ
り

【
勤
務
時
間
】
月
～
金
曜　

15
時
30

分
～
19
時
、
土
曜　

15
時
15
分
～

17
時
45
分
（
週
20
時
間
勤
務
）

【
報
酬
月
額
】
７
万
２
０
０
０
円

【
任
用
期
間
】
６
月
１
日
～
平
成
29

年
３
月
31
日
（
再
任
用
あ
り
）

【
申
込
方
法
】
４
月
22
日

（金）
ま
で
に

こ
ど
も
政
策
課
で
配
布
す
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出

くらし



青
少
年
向
け
情
報
紙
マ
ナ
ビ
ー

の
掲
載
記
事
を
募
集
し
ま
す

生
涯
学
習
課

社
会
教
育
係

教育委員会
庁舎１階

(24)
０
８
４
８

募集
　

子
ど
も
を
対
象
に
し
た
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
青
少
年

向
け
情
報
紙
マ
ナ
ビ
ー
に
掲
載
す

る
行
事
を
募
集
し
ま
す
。

【
発
行
日
】
毎
月
20
日
頃

【
配
布
先
】
小
中
学
校
、
公
共
施
設
な
ど

【
申
込
方
法
】
各
月
５
日
を
目
途
に

Ｆ
Ａ
Ｘ
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出

Ｆ
Ａ
Ｘ
(27)
３
７
７
０　

Ｅ
メ
ー
ル

kodom
o-c@

city.chitose.hokkaido.jp



ち
と
せ
お
仕
事
情
報
局
「
採

用
情
報
」
掲
載
企
業
の
募
集

商
業
労
働
課
労
政
係

本庁舎
４階44番

(24)
０
６
０
２

募集
　

市
で
は
、
企
業
の
採
用
に
関
す

る
広
報
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

企
業
情
報
や
採
用
情
報
な
ど
を
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ち
と
せ
お
仕

事
情
報
局
」
に
掲
載
す
る
企
業
を

募
集
し
ま
す
。

【
対
象
】
正
規
・
期
間
、
パ
ー
ト
な

ど
、
従
業
員
の
採
用
を
予
定
し
て

い
る
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法



都
市
計
画
審
議
会
の
委
員

を
募
集
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

都
市
計
画
係

本庁舎
４階43番

(24)
０
４
６
１

募集
【
募
集
人
員
】
２
人

【
対
象
】
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
す
る
満
20
歳
以
上
の
方
で
、
年

４
回
程
度
、
平
日
の
日
中
に
開
催
す

る
会
議
な
ど
に
出
席
で
き
る
方

【
報
酬
】
５
７
０
０
円
（
１
回
）

【
任
期
】
６
月
下
旬
（
予
定
）
か
ら

２
年
間

【
応
募
方
法
】
応
募
用
紙
ま
た
は
任
意

の
用
紙
に
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、

生
年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号
、
職
業
・

勤
務
先
、
応
募
の
動
機
、
ま
ち
づ
く
り
に

携
わ
っ
た
経
験
や
都
市
計
画
に
関
す
る

６
０
０
字
程
度
の
意
見
を
書
い
て
、持
参
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

※
応
募
用
紙
は
、
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
や
各
コ
ミ
セ
ン
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
入
手
可
。

【
応
募
期
限
】
４
月
28
日

（木）

※
郵
送
の
と
き
は
、
同
日
必
着
。

【
応
募
先
】
〒
066-

8686　

東
雲
町
２

丁
目
34 

千
歳
市
企
画
部
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
都
市
計
画
係

Ｆ
Ａ
Ｘ
(22)
８
８
５
４　

Ｅ
メ
ー
ル

m
achi@

city.chitose.hokkaido.jp



学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
（
非
常
勤

職
員
）
を
募
集
し
ま
す

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
児
童
館
係

ちとせっこ
センター

(22)
７
８
８
８

募集
【
勤
務
内
容
】
児
童
の
健
全
育
成

【
募
集
人
員
】
１
名

【
年
齢
要
件
】
昭
和
27
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

【
受
験
資
格
】
保
育
士
、
社
会
福
祉

士
の
資
格
か
教
員
免
許
を
有
す
る

方
、
ま
た
は
資
格
が
な
く
て
も
子
ど

も
の
健
全
育
成
に
意
欲
の
あ
る
方

【
勤
務
時
間
】
１
週
ま
た
は
４
週
を

平
均
し
て
、
１
週
に
つ
き
20
時
間

30
分
以
内
（
月
～
土
の
う
ち
週
５

日
）
８
時
か
ら
18
時
30
分
の
時
間

内
で
指
定
す
る
時
間

【
報
酬
月
額
】
７
万
４
０
０
０
円

※
通
勤
手
当
、
雇
用
保
険
適
用
。

【
任
用
期
間
】
５
月
１
日
～
平
成
29

年
３
月
31
日
（
再
任
用
あ
り
）

【
申
込
方
法
】
子
育
て
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
で
配
布
す
る
申
込
書
（
市
指

定
用
紙
）
と
履
歴
書
、
資
格
証
明
書

の
写
し
（
資
格
の
あ
る
方
）
を
提
出

【
申
込
期
限
】
４
月
18
日

（月）

※
郵
送
不
可
（
申
し
込
み
は
、
平

日
の
９
時
～
17
時
）。



ラ
ン
ド
セ
ル
来
館
担
当
の
臨
時

的
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
児
童
館
係

ちとせっこ
センター

(22)
７
８
８
８

募集
【
勤
務
内
容
】
児
童
の
健
全
育
成

【
募
集
人
員
】
若
干
名

【
受
験
資
格
】
保
育
士
の
資
格
か
教

員
免
許
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
資

格
が
な
く
て
も
子
ど
も
の
健
全
育

成
に
意
欲
の
あ
る
方

【
勤
務
時
間
】
１
週
ま
た
は
４
週
を

平
均
し
て
、
１
週
に
つ
き
24
時
間

以
内
（
月
～
土
の
う
ち
週
５
日
）

８
時
か
ら
18
時
30
分
の
時
間
内
で

指
定
す
る
時
間　

た
だ
し
、
小
学

校
の
長
期
休
業
期
間
中
は
、
１
週

に
つ
き
38
時
間
45
分
以
内

【
報
酬
日
額
】
６
９
０
０
円
（
資
格

あ
り
）、６
３
０
０
円
（
資
格
な
し
）

※
通
勤
手
当
、
雇
用
保
険
適
用
。

【
任
用
期
間
】
５
月
１
日
～
10
月
31

の
市
立
認
可
外
保
育
所

【
勤
務
時
間
】
８
時
～
17
時
（
週
５
日
）

【
任
用
期
間
】
５
月
１
日
～
12
月
31
日

【
報
酬
月
額
】
15
万
５
７
０
０
円

※
社
会
保
険
適
用
、
通
勤
手
当･

報
酬
加
算
金
あ
り
。

【
申
込
方
法
】
４
月
22
日

（金）
ま
で
に

こ
ど
も
政
策
課
で
配
布
す
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出

日
（
再
任
用
あ
り
）

【
申
込
方
法
】
子
育
て
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
で
配
布
す
る
申
込
書
（
市

指
定
用
紙
）
と
履
歴
書
、
資
格
証

明
書
の
写
し
（
資
格
の
あ
る
方
）

を
提
出

【
申
込
期
限
】
４
月
18
日

（月）

※
郵
送
不
可
（
申
し
込
み
は
、
平

日
の
９
時
～
17
時
）。

人
、
団
体
、
個
人

【
掲
載
内
容
】企
業
の
概
要
・
紹
介
、

採
用
情
報
、
社
屋
、
仕
事
風
景
、
製

品
な
ど
の
写
真
な
ど

【
期
間
】
募
集
を
終
了
す
る
ま
で
、

ま
た
は
情
報
公
開
日
の
翌
月
か
ら

３
カ
月
間
の
い
ず
れ
か
短
い
期
間

※
申
し
出
に
よ
り
３
カ
月
の
延
長
可
。

【
掲
載
方
法
】
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
ち
と
せ
お
仕
事
情
報
局
」
か
ら
登
録
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市
税
の
納
入
は
、便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
？　

今
月
の
市
税
納
入
夜
間
相
談
日
は
、28
日

（木）（
18
時
～
20
時
）で
す
。
納
税
課　

(　
（24）
０
１
６
９

施設名 所在地 担当課
交通安全教育施設 花園１丁目 28 市民生活課 (24)０１８３共同利用施設（東雲会館・末広会館）東雲町１丁目 10 ほか
観光施設（美笛キャンプ場） 美笛 観光事業課 (24)０３６６
市営牧場・育成畜舎 駒里 1032-１ほか 農業振興課 (24)０６１２
グリーンベルト地下駐車場 千代田町４丁目ほか 都市整備課 (24)０６９７都市公園・公共広場 春日町１丁目８ほか
青少年会館 東雲町１丁目 10 文化施設課 (24)3131 内線 553
体育施設（総合武道館、ダイナックス
アリーナ（スポーツセンター）、ふれあ
いセンター ､市民球場 ､ 庭球場など）

あずさ１丁目３-１ほか スポーツ振興課
 　　　　　(24)０８５５

温水プール 流通３丁目１-９

【
募
集
人
員
】
各
１
人

【
勤
務
時
間
】
１
週
ま
た
は
４
週
を

平
均
し
て
、
１
週
に
つ
き
29
時
間

勤
務（
社
会
保
険
、雇
用
保
険
適
用
）

【
試
験
日
程
】
▼
適
性
検
査
・
作
文

４
月
28
日

（木）　
　
14
時
～
16
時
（
予

定
）　

市
役
所
議
会
棟
大
会
議
室



第
１
種
非
常
勤
職
員
を
募

集
し
ま
す

職
員
課
人
事
係

本庁舎
４階 41 番

(24)
０
５
０
２

募集

【
試
験
日
程
】
第
１
次
試
験
（
適
性

検
査
、
小
論
文
、
面
接
）
①
６
月

18
日

（土）
、
②
③
④
随
時　

市
民
病

院
２
階
講
義
室

※
第
２
次
試
験
は
、
第
１
次
試
験
合

格
者
に
通
知
し
ま
す
。　

【
申
込
書
類
】
申
込
書
・
履
歴
書
（
指

定
用
紙
）、
資
格
証
明
書
の
写
し
な
ど

※
申
込
書
類
な
ど
は
、
市
民
病
院

事
務
局
経
営
管
理
課
ま
た
は
市
民

病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

可
（
郵
送
で
の
請
求
可
）。

【
申
込
期
限
】
①
６
月
３
日

（金）
、
②

③
④
随
時

職種／募集人員／受験資格 初任給 採用予定日
①作業療法士

1人
昭和56年４月２日以降に生まれ作
業療法士の資格を有する方 182,900円 10月１日

②社会福祉士
1人

昭和56年４月２日以降に生まれ病院
で5年以上の実務経験があり社会福祉
士の資格を有する方

211,100円 随時

 ③助産師
    若干名

昭和36年４月２日以降に生まれ助
産師の資格を有し３交代勤務ので
きる方

206,300円  随時

 ④臨床検査技師 
 1人

（任期付）

昭和41年４月２日以降に生まれ臨床
検査技師の資格を有する方
(任期は､採用日から平成29年３月31日まで)

182,900円  随時



市
民
病
院
の
職
員
を
募
集

し
ま
す

市
民
病
院
事
務
局

経
営
管
理
課
総
務
係

市民病院
２階

募集

(24)
３
０
０
０
内
線
232



公
の
施
設
の
管
理
を
行
う

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

契
約
管
財
課
契
約
係

本庁舎
４階 42 番

(24)
０
５
３
５

募集
　

市
は
、
公
の
施
設
の
管
理
を
行

う
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
施
設
】
左
の
表
の
と
お
り

【
募
集
期
間
】
４
月
27
日
～
６
月
24
日

【
説
明
会
】
４
月
27
日

（水）　

市
役

所
地
下
入
札
室
（
施
設
ご
と
に
開

始
時
間
が
異
な
り
ま
す
）

※
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
各
施
設
の
担

当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



適
正
ご
み
処
理
推
進
員
を

募
集
し
ま
す

廃
棄
物
対
策
課

廃
棄
物
対
策
係

環境
センター

(23)
２
１
１
０

募集
【
勤
務
内
容
】 

ご
み
の
不
適
正
排
出
や

不
法
投
棄
の
調
査
・
報
告
、
ご
み
の
再

使
用
・
再
生
利
用
の
普
及
と
啓
発
な
ど

【
募
集
人
員
】 

複
数
名

【
対
象
】 

市
内
に
居
住
す
る
20
歳

以
上
70
歳
未
満
の
方

【
募
集
す
る
担
当
地
区
】

①
寿
・
弥
生
・
流
通
・
旭
ヶ
丘
・  

　

日
の
出

②
北
栄
・
栄
町
・
千
代
田
町
・
幸

　

町
・
錦
町

③
あ
ず
さ
・
稲
穂
・
高
台
・
東
郊

④
若
草
・
白
樺
・
里
美

⑤
花
園
・
末
広

⑥
清
水
町
・
東
雲
町
・
朝
日
町
・

　

本
町
・
真
々
地
・
平
和

⑦
上
長
都
・
桜
木
・
自
由
ヶ
丘
・

　

長
都
官
舎

⑧
新
富
・
北
斗

※
担
当
地
区
は
、採
用
後
に
決
定
。

【
報
酬
】 

月
額
１
万
円
（
１
カ
月
あ

た
り
12
時
間
の
活
動
）

【
任
期
】
５
月
１
日
～
平
成
30
年

４
月
30
日
（
再
任
用
あ
り
）

【
申
込
方
法
】
市
販
の
履
歴
書
を
持

参
す
る
か
郵
送
で
申
し
込
み

【
申
込
期
限
】
４
月
22
日

（金）

【
申
込
先
】
〒
066-

0012　

美
々
758-

54

千
歳
市
環
境
セ
ン
タ
ー
廃
棄
物
対

策
課
廃
棄
物
対
策
係

▼
面
接　
５
月
20
日

（金）
（
予
定
）

【
任
用
期
間
】
７
月
１
日
～
平
成
29

年
３
月
31
日
（
再
任
用
あ
り
）

【
申
込
書
類
】
受
験
申
込
書
・
履
歴

書
（
市
指
定
用
紙
）
な
ど

※
申
込
書
類
な
ど
は
、
職
員
課
か

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
。

【
申
込
期
限
】
４
月
20
日

（水）
（
申
し
込

み
は
、
平
日
の
８
時
45
分
～
17
時
15
分
）

※
郵
送
の
と
き
は
、
同
日
必
着
。

【
申
込
先
】
〒
066-

8686　

東
雲
町
２
丁

目
34　

千
歳
市
総
務
部
職
員
課
人
事
係

職種/勤務場所/年齢要件/月額報酬 受験資格 職務内容

窓口
業務

事務員

市民課・千歳駅市民
サービスセンター ▼高卒以上▼一般事務の実務経験を３年

以上有する方

住民票の発行、住
民異動届や戸籍に
関する受付など
(土日祝日勤務あり)

昭和31年４月２日
～昭和60年４月１日
／135,600円

子育て
コン

シェル
ジュ

子育て総合支援セン
ターほか

▼高卒以上で普通自動車運転免許を有し、
次のいずれかの要件を満たす方 ①大学で児
童福祉学､社会福祉学､児童学､心理学､教育
学､社会学のいずれかを専修する学科また
は課程を修め卒業 ②社会福祉士､精神保健
福祉士､看護師､保健師､保育士の資格､教育
職員普通免許のいずれかを有する方

子育て支援施設や
事業などの利用者
支援業務、育児に
不安を抱えた家庭
への訪問･相談など
(土曜勤務あり)

昭和31年４月２日
～平成８年４月１日
／140,600円

児童
指導員

市内児童館および学
童クラブ

▼次のいずれかの要件を満たす方 ①教育職員普通免
許、保育士もしくは社会福祉士の資格 ②大学または大
学院で社会福祉学､心理学､教育学､社会学､芸術学もし
くは体育学のいずれかを専修する学科･研究科またはこ
れらに相当する課程を修め卒業 ③高卒以上で保育所や
児童相談所などで２年以上の実務経験を有する方

児童館・学童クラ
ブでの児童の健全
育成業務
(土曜勤務あり)

昭和27年４月２日
～平成８年４月１日
／140,600円

療育
支援

専門員

こども療育課 ▼短大卒以上▼保育士もしくは教育職員普
通免許（幼稚園・小学校・特別支援学校な
ど）の資格▼障がい児療育、障がい児保育
または障がい児教育の実務経験▼普通自動
車運転免許を有する方

通園センターでの療
育指導、保育所など
への訪問による保護
者支援や発達支援計
画作成業務など

昭和31年４月２日
～平成６年４月１日
／140,600円

生涯学
習推進
アドバ
イザー

生涯学習課 ▼高卒以上▼パソコンで事務処理ができ
る方▼普通自動車運転免許を有する方▼
次のいずれかの経験を３年以上有する方
①企画、立案、調整業務の実務、②保育・
教育現場での実務

ママさん教室など､
家庭教育事業の企
画立案､実施業務
など
(休日勤務あり)

昭和41年４月２日
～平成３年４月１日
／145,600円

※記載した初任給は、大学４卒のときの金額です。

【
申
込
先
】
〒
066-

8550　

北
光
２
丁

目
１-

１　

市
立
千
歳
市
民
病
院

事
務
局
経
営
管
理
課
総
務
係



　
国
保
制
度
上
の
世
帯
主
に

　
変
更
で
き
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
は
、  

　
安
心
で
便
利
な
口
座
振
替
で

国
保
の
お
知
ら
せ

　
　
国
民
健
康
保
険
課

　
　
国
保
料
係

　
　

(　
(24)
０
２
７
９

【詳細】

　

「千歳市エコ商店」
の取り組み

　

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
　information

市役所からのお知らせ　information

16広報ちとせ 平成 28(2016) 年４月号

自分から　やってみようよ
ごみへらし

標語作成者　米
よねます

桝　舜
しゅんすけ

介　さん

すてないで　みんなでやろう
リサイクル

標語作成者　園
そ の だ

田　善
ぜ ん じ

士　さん

　後期高齢者医療保険料の納付相談は、医療助成課高齢医療収納係　(24) ０１３６まで。

　

国
民
健
康
保
険
料
は
、
世
帯

主
の
方
が
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

世
帯
主
自
身
が
国
保
に
加
入

し
て
い
な
く
て
も
、
家
族
が
加

入
し
て
い
る
と
き
は
、
擬
制
世

帯
主
と
し
て
保
険
料
を
納
付
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
保
険
料
を
完
納
し
、

世
帯
主
の
同
意
が
あ
れ
ば
、
加

入
者
を
国
保
制
度
上
の
世
帯
主

に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

募集

　

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
心
の

悩
み
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
専
門
的
な
立
場
か
ら
助
言
・
援

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
】
児
童･

生
徒
、
保
護
者
な
ど

【
と
き
】
４
月
12
日

（火）　

10
時
～
17
時

【
と
こ
ろ
】
教
育
委
員
会
庁
舎

 　
　
　
　

２
階
相
談
室

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
相

談
日
の
前
日
ま
で
に
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
予
約
は
、
平
日
の
８
時
45
分
～

17
時
15
分
。

相談



ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

教
育
相
談

青
少
年
課
生
徒
指
導
係

教育委員会
庁舎２階

(24)
０
８
５
９

相 談

　市は、ごみの発生抑制や再生
品の販売などに積極的に取り
組んでいる市内の小売店を「千
歳市エコ商店」として認証して
います。
　エコ商店は、包装の簡素化、
買い物袋の持参奨励、エコマー
ク商品など再生品の販売促進、
資源物の店頭回収、ごみの減量
とリサイクルの推進など、地球
に優しい取り組みを行ってい
ます。
　このような取り組みを行う
ことによって、小売店と市民の
皆さんのごみ減量意識を高め、
循環型社会の形成に貢献する
ことを目指しています。

　新たに認証されたエコ商店

●株式会社 豊月
　フードＤ 千歳食彩館
●セブンイレブン
　千歳白樺店
●ローソン
　千歳サーモンパーク店

【
対
象
】
３
年
以
内
に
墓
石
を
建
立

規格
市内在住の方 市外在住の方

使用料 管理料 使用料 管理料
４㎡規制 254,000 130,680 342,900 130,680
４㎡自由 202,000 130,680 272,700 130,680
６㎡自由 333,000 196,020 449,550 196,020
８㎡自由 432,000 226,800 583,200 226,800

※料金は、申込後２週間以内に納入してください。
※市民生活課でパンフレットを配布しています。

千歳霊園の規格 ･ 使用料 ･ 管理料 ( 円 )



や
す
ら
ぎ
の
里
千
歳
霊
園

の
貸
付
を
開
始
し
ま
す

市
民
生
活
課

生
活
環
境
係

本庁舎
３階 36 番

(24)
０
２
６
１

募集



市
営
・
学
校
プ
ー
ル
の
管

理
補
助
員
を
募
集
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ス
ポ
ー
ツ
施
設
係

教育委員会
庁舎１階

(24)
０
８
５
５

募集
【
勤
務
内
容
】プ
ー
ル
清
掃
や
監
視
、

水
質
管
理
な
ど

【
募
集
人
員
】
40
人

【
勤
務
先
】
青
葉
、
北
栄
、
北
斗
、

信
濃
、
北
陽
、
日
の
出
、
末
広
、

向
陽
台
、
駒
里
、
東
の
各
プ
ー
ル

【
勤
務
体
制
】
平
日　

午
前
１
人
、

午
後
２
人　

土
日
祝
日･

夏
休
み

期
間
中　

午
前
午
後
と
も
２
人

※
週
４
日
程
度
の
勤
務
（
プ
ー
ル
に

よ
っ
て
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
ま
す
）。

【
勤
務
時
間
】
８
時
45
分
～
17
時
15

分
の
中
で
シ
フ
ト
勤
務

※
北
陽
プ
ー
ル
は
、
７
時
45
分
～

17
時
15
分
の
中
で
シ
フ
ト
勤
務
。

【
賃
金
】
日
額
６
１
０
０
円

※
通
勤
手
当
別
途
支
給
。

【
任
用
期
間
】
６
月
中
旬
～
９
月
上
旬

【
申
込
方
法
】
５
月
12
日

（木）
ま
で
に

履
歴
書
（
市
指
定
用
紙
）
を
持
参

※
履
歴
書
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

で
配
布
。

す
る
方
（
市
外
在
住
の
方
は
、
別

途
要
件
が
あ
り
ま
す
）

【
貸
付
数
】
４
㎡
規
制　

17
区
画
、

４
㎡
自
由　

14
区
画（
合
計
31
区
画
）

【
申
込
方
法
】
抽
選
日
の
当
日
に

会
場
で
受
付

【
抽
選
日
】
５
月
17
日

（火）　

受
付

９
時
～
９
時
50
分　

抽
選
10
時
～

※
会
場
は
、市
役
所
議
会
棟
大
会
議
室
。

【
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の
】
申
請
者

の
本
籍
地
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
、

印
鑑（
代
理
の
方
は
、委
任
状
が
必
要
）

※
昨
年
度
ま
で
の
残
区
画
は
、
12

月
28
日

（水）
ま
で
随
時
受
付
中
。



相 談 臨
床
心
理
士
に
よ
る
子
育

て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

こ
ど
も
家
庭
課

児
童
相
談
係(24)

０
９
３
５
本庁舎

１階６番

　

子
育
て
の
悩
み
な
ど
を
臨
床
心

理
士
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
対
象
】
18
歳
未
満
の
子
ど
も
の

保
護
者
（
相
談
は
無
料
で
す
）

【
と
き
】
４
月
22
日
、
５
月
27
日
、

６
月
17
日　
（
10
時
～
17
時
）

※
各
相
談
日
の
前
日
ま
で
に
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
は
、平
日
の
９
時
～
17
時
。

【
と
こ
ろ
】
ち
と
せ
っ
こ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

  　
（
花
園
４
丁
目
３-

１
）



「声のらん」は、主に「市長への手紙・ポスト」や「広報広聴モニター」の声と､その答えをご紹介しています。このほかに､皆さんからの一
般的な質問などもご紹介しますので、疑問に思っていることなどを､お手紙などでお寄せください。ただし、他の市民の方にも参考になる内
容を採用させていただくため、全てを掲載することはできません。また、質問の内容を確認する必要上、お手紙には必ず連絡先と名前をご記
入ください。　【〒066-8686／千歳市東雲町２丁目34／千歳市企画部広報広聴課 宛】

皆
さ
ん
の
「
声
」
に
お
答
え
し
ま
す
。

声のらん
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《
30
歳
代
女
性
》

子
ど
も
が
小
学
生
で
す
の

で
、
登
下
校
時
の
と
き
は

と
て
も
心
配
で
す
。

市
は
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 子

ど
も
の
登
下
校
時
の

安
全
対
策
は
？

］

［
青
少
年
課
青
少
年
指
導
係

(24)
０
８
６
２

１

２パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
が
人
気
で

す
が
、
千
歳
に
は
公
益
社

団
法
人
日
本
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
協
会
公
認
の
市
営
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
整
備
す
る
予
定
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
？

市
内
に
は
、
18
ホ
ー
ル
以

上
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
が
公
設
・
民
設
併
せ
て

14
カ
所
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
内
、
民
間
の
方
が
運
営
す
る

２
カ
所
の
コ
ー
ス
は
、
い
ず
れ
も
公

益
社
団
法
人
日
本
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協

会
の
公
認
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
に
は
、
健

康
維
持
・
増
進
な
ど
を
目
的
と
す
る

「
公
共
コ
ー
ス
」
と
競
技
性
や
快
適

性
を
求
め
る
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
型
の「
民

間
公
認
コ
ー
ス
」
が
あ
り
、
市
で
は
、

す
み
分
け
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
が
運
営
す
る
有
料
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
は
、
公
園
の
芝
面
を
有
効
利
用

し
た
公
共
コ
ー
ス
と
し
て
、
施
設
の

管
理
水
準
も
他
の
公
園
と
バ
ラ
ン
ス

を
図
っ
て
お
り
、
公
認
コ
ー
ス
へ
の

改
良
や
新
た
に
整
備
す
る
予
定
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
草
刈
り
な
ど
の
コ
ー
ス
整

備
は
、
今
後
も
利
用
す
る
皆
さ
ん
の

ご
意
見
な
ど
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、

維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

日
本
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

公
認
の
市
営
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
コ
ー
ス
は
？

《
70
歳
代
男
性
》］

［
都
市
整
備
課
公
園
管
理
係


(24)
０
６
９
７

答 声

市
で
は
、
不
審
者
な
ど
か

ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た

め
、
青
少
年
指
導
セ
ン
タ

ー
の
職
員
が
、
適
時
に
巡
回
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

小
中
学
校
な
ど
か
ら
不
審
者
情
報

が
寄
せ
ら
れ
た
と
き
は
、
速
や
か
に

学
校
、
児
童
館
な
ど
関
係
機
関
へ
の

連
絡
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

答

ら
登
録
で
き
る
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
を
使
っ
て
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
注
意
喚
起
の
メ
ー

ル
を
送
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
町
内
会
、
老
人

ク
ラ
ブ
な
ど
、
約
９
０
０
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
り
、
小
学
校

毎
に
組
織
さ
れ
て
い
る
「
千
歳
っ
子

見
守
り
隊
」
が
、
通
学
路
上
で
子
ど

も
た
ち
の
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。　

　

さ
ら
に
、
店
舗
な
ど
の
ご
協
力
に

よ
る
「
１
１
０
番
の
家
」
は
、
子
ど

も
た
ち
が
危
険
を
感
じ
た
と
き
に
助

け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
緊
急
避

難
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
確
保
に
は
、
地
域
ぐ
る
み
の
見
守

り
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
見
守
り
活
動
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

声



　いきいき 　　 すくすく　　子 育 て

５月１日(日)　10時～16時は休日開館日です
対象は、０歳～就学前の子と保護者

今月は､保健師が担当しました｡　母子保健係 (24)０７７１

～　保健師・栄養士のリレーコラム　～

４月17日(日)　10時～16時は休日開館日です
対象は、０歳～就学前の子と保護者

４月からの子育てサロン､サークル貸館は、
次の日程で実施します

 子育てサロン・毎週月､火､水､木曜日(10時～11時30分)
 サークル貸館・毎週金曜日(10時～11時30分)

from 地域子育て支援センター
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①身体測定の日
対　象・就学前の子(ボランティアの手伝いあり)
と　き・４月20日(水)　10時～11時30分（申込不要）
②企業連携ぷちゼミ「シータと紙アプリで遊ぼう！」
内　容・360度撮影できるカメラ(シータ)を使って遊ぶ､
　　　　描いた絵が動き出す特別な用紙にお絵かき
講　師・(株)カミノ､リコージャパン(株)の皆さん
対　象・１歳６カ月～３歳までの子と保護者
と　き・４月22日(金)　10時30分～11時30分
定　員・12組(抽選)
申込日・４月11日､12日

①離乳食講座
と　き・５月13日(金)　13時30分～14時40分
定　員・20人(申込順)
申込日・４月15日､16日
②にこにこランド（毎週火曜日　全５回コース）
対　象・生後９カ月～１歳６カ月の子と保護者
と　き・５月17日､24日､31日､６月７日､14日
　　　　午前の部(10時～11時30分)､午後の部(13時30分～15時)
定　員・午前午後　各17組(抽選)
申込日・４月19日､20日
③あかちゃんランド（隔週水曜日　全４回コース）
対　象・生後３カ月～８カ月の子と保護者
と　き・５月18日､６月１日､15日､29日
　　　　午前の部(10時～11時)､午後の部(13時30分～14時30分)
定　員・午前午後　各17組(抽選)
申込日・４月12日､13日
④わくわくランド（毎週木曜日　全５回コース）
対　象・１歳７カ月～就学前の子と保護者
と　き・５月19日､26日､６月２日､９日､16日
　　　　午前の部(10時～11時30分)､午後の部(13時30分～15時)
定　員・午前午後　各20組(抽選)
申込日・４月26日､27日

①くりねずみのおはなし会
対　象・就学前の子と保護者
と　き・４月15日(金)　11時～11時30分（申込不要）
②みんなＤＥリズム！
内　容・親子で楽しく体を動かしましょう
対　象・就学前の子と保護者
と　き・４月27日(水)　10時30分～11時30分（申込不要）
③みんなＤＥお庭！春を楽しもう
対　象・就学前の子と保護者
と　き・５月10日(火)　10時30分～
※お庭で遊んだ後に昼食を食べたい方は､お弁当を持参ください｡
④転勤してきた人あーつまれ！
内　容・子育て情報の交換、子育て施設の紹介
対　象・千歳市に引っ越してきて３年未満の子(３歳以
　　　　下の第１子)とその保護者
と　き・５月23日(月)　10時30分～11時30分（申込不要）
定　員・25組(申込順)
申込日・４月13日､14日　
⑤赤ちゃんあーつまれ♪
対　象・生後８カ月までの子(第１子)と保護者
と　き・６月１日(水)　10時～11時
定　員・20組(申込順)
申込日・４月25日､26日　

参加料・無料
会場/申込先/詳細・げんきっこセンター
(26)２０７０（日･祝日を除く９時～17時30分）

【共通事項】

【共通事項】
参加料・無料
会場/申込先/詳細・ちとせっこセンター
(40)１７１７（日･祝日を除く９時～17時30分）
※抽選では､初めて参加する方を優先します。
※②～④は､開催日の月齢でお申し込みください。

【共通事項】
参加料・無料
会場/申込先/詳細・アリスセンター　
(24)８３４１（平日10時～15時､土曜日９時～14時）

保健師ってどんな人？
～子育てに関する保健師の仕事紹介～

　妊娠、出産、子育てという家族にとって大きなイベン
トは、とても喜ばしいことですが、同時にさまざまな悩
みや不安を抱くこともあります。特に、体も生活も大き
く変化するお母さんにとっては「これでいいのかな？」
と自信が持てなくなることもあるのではないでしょうか｡

　私たち子育てを担当する保健師は、妊婦教室や赤ちゃん
訪問、乳幼児健診などを通じて、子育て中の家族が楽しい
気持ちで子育てできるようなお手伝をしています｡

　例えば、「初めての子育てのため余裕がない」と強い
不安を抱くお母さんに、子育てのアドバイスやサービス
を紹介しています。また､「子どもの発達や発育が心配」
というお母さんには、子どもの様子を見せてもらい、お
話を聞いた上で、必要に応じて相談先を紹介しています。

　子育ての悩みは、答えを求めるだけではなく「大丈夫だ
よ」､「ちゃんとできているよ」など、誰かと一緒に確認す
ることで気持ちが楽になることがあります。「こんなこと
聞いて大丈夫かな」と思わず、気軽にご相談ください。
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５カ月～７カ月児
　　　　（状況により３カ月～11カ月児まで接種可）

５月13日､27日（12時30分～13時50分）
総合保健センター（申込不要）
母子健康手帳､予診票
予防接種担当　(24)３１４８

( )

03(3839)

医師･保健師の健康相談､栄養士の栄養相談､歯科
　　　　衛生士の歯科相談､血圧測定･尿検査･体脂肪測定

４月21日(木)　９時30分～11時30分と13時～16時
※医師の相談は13時～15時、歯科衛生士の相談は９時30
分～11時30分｡

総合保健センター（申込不要）
健康企画係　(24)０７６８

身長･体重測定､発達や栄養の相談
５月16日(月)　９時30分～11時30分と13時～15時30分
総合保健センター（申込不要）
母子健康手帳
母子保健係　(24)０７７１

５月９日､16日
１年以内に千歳市で１歳６カ月児･
３歳児健診を受けた幼児

５月20日(金) １歳～就学前の全ての幼児

９時30分～11時20分､13時～14時50分
総合保健センター（申込不要）
800円
母子健康手帳､歯ブラシ
母子保健係　(24)０７７１


　※平日の８時45分～17時15分｡

市民健康課　(24)０３６４(申込不可)

※受診場所や受診方法などは、申し込み後、受診券を送
　付するときに、あわせてお知らせします｡
※脳ドック検診は､75歳以上も５歳ごとに受診できます｡
※脳ドック検診(後期)は､10月中旬から受け付けを開始
　する予定です(定員250人･抽選)｡

脳ドック(前期) ５月～10月 300人  6,000円  

骨粗しょう症 ５月～平成29年３月 200人    600円   

※生活保護世帯の方は､脳ドック･骨粗しょう症検診いずれも無料｡

※集団健診の料金､対象年齢､実施月日などは､広報ちとせ４月号(今月号)の号外をご覧ください。
 (総合保健センターや各コミセンに置いてある､千歳市健診ガイド(詳細版)や市のホームページにも掲載しています)

国保特定健診、はつらつ健診、さわやか健診、いきい
き健診、肺がん検診、胃がん検診、大腸がん検診、前
立腺がん検診、子宮がん検診、乳がん検診、肝炎ウイ
ルス検診、エキノコックス症検診

赤ちゃんとの過ごし方について学ぶ
市内に居住する妊婦の方
５月20日(金)　10時～11時30分
ちとせっこセンター
母子健康手帳、筆記用具
５月19日(木)

申込先/詳細・母子保健係　(24)０７７１

40歳(昭和50年４月２日～昭和51年４月１日) ○ ○
45歳(昭和45年４月２日～昭和46年４月１日) ○ ○
50歳(昭和40年４月２日～昭和41年４月１日) ○ ○
55歳(昭和35年４月２日～昭和36年４月１日) ○ ○
60歳(昭和30年４月２日～昭和31年４月１日) ○ ○
65歳(昭和25年４月２日～昭和26年４月１日) ○ ○
70歳(昭和20年４月２日～昭和21年４月１日) ○ ○
75歳(昭和15年４月２日～昭和16年４月１日) ○
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お知らせ

催　し

①ちょこっとごみ拾い「ちと５３」
と　き・４月16日(土)　６時～７時
集合場所・ＪＲ千歳駅西口駅前広場
②ちょこっとランニング「ちとＲＵＮ」
と　き・４月16日(土)　10時～12時
集合場所・道の駅サーモンパーク千歳
　　　　センターハウス入り口前

ちょこっと体験ちとちょこ

【共通事項】
参加料・無料
申込方法・開催日の前日までに電話ま
　　　　たはＥメールで申し込み
申込先/詳細・時田　090(5227)2595
Eﾒｰﾙ chitochoko@gmail.com

●出張年金相談
と　き・４月21日､５月12日､26日､６
　　　　月２日､16日(10時～15時)
※７月以降も月２回開催します。
(相談日は、市民カレンダーに掲載)
ところ・千歳商工会議所
※新さっぽろ年金事務所に事前予約が
必要です｡
●電話相談｢ねんきんダイヤル｣
と　き・月曜日　(８時30分～19時)
　　　・火～金曜日(８時30分～17時15分)
　　　・第２土曜日(９時30分～16時)
電話番号・０５７０(05)１１６５
※０５０で始まる電話番号の方は、
03(6700)1165におかけください｡

ご利用ください｢年金相談｣

優良運転者などを表彰します

対　象・千歳警察署管内に居住または
　　　　通勤する交通安全協会の会員
　　　　の方で､10､15､20､30年以上
　　　　無事故無違反の方
申込期限・６月３日(金)
申込先/詳細・千歳地区交通安全協会
　　　　  (23)５０４７

【共通事項】
詳　細・新さっぽろ年金事務所
　　　　０１１(892)９３１３

　平成 28 年度の自動車税の納期限は ､
５月31 日(火)です。お近くの金融
機関 ･ コンビニエンスストアなどで、
納期限までに納めましょう ｡
詳　細・北海道石狩振興局納税課
　　　  ０１１(281)７９１０

自動車税の納期限について

　カラスが電柱に巣を作り ｢停電 ｣す
ることがあります。電柱にカラスの巣
を見つけたときは、お知らせください。

詳　細・北海道電力㈱千歳支社
　　　  (23)５１０１

ほくでんからのお知らせ

国際テロの未然防止

　北海道警察では､公共交通機関で
の警戒警備やテロを想定した各種訓
練を行っています。
　また、民間事業者や地域住民とテ
ロ対策を推進していくための「パー
トナーシップ推進会議」を設置し､
地域全体でテロリストを生まないよ
う活動を続けています。不審な車や
人、不審なグループを見かけたと
き、不審物を見つけたときは、お知
らせください。
詳　細・千歳警察署　(42)0110

　田植えシーズンを迎え､用水路は
８月末頃まで満水状態になります｡
　この間の用水路は水深が深く、水
の流れも速くなり大変危険ですので
遊ばないようにしましょう｡
詳　細・ながぬま土地改良区
　　　　０１２３(88)２３２４

用水路は危険です

　平成27年度第４四半期(１月～３
月回収分)の奨励金交付申請の期限
は､４月20日(水)です。今年度､最後
の受付になりますので、未申請の団
体･繰り越しをしている団体は、忘
れずに申請してください｡
　ちとせ環境と緑の財団では､集団
資源回収登録団体を募集していま
す。まだ､登録されていない団体は
資源回収への参加をご検討ください｡
申請先/詳細・ちとせ環境と緑の財団
　　　　　(26)１２１３

集団資源回収奨励金の
交付申請について

キャンプ場･パークゴルフ場
などの利用申し込みについて

●キャンプ場などの利用申し込み
内　容・青葉公園ピクニック広場
　　　　(キャンプとバーベキュー)
　　　・泉沢自然の森キャンプ場
　　　　(キャンプとバーベキュー)
　　　・メムシ公園ピクニック広場
　　　　(バーベキュー)
利用期間・４月下旬～10月中旬(予定)
●市有料パークゴルフ場の定期券･
　団体利用申し込みのご案内
　市営有料パークゴルフ場(つばさ公
園･アンカレジパーク･遺跡公園･勇舞
すこやか公園･指宿公園)の定期券と
団体利用の申込受付を開始します｡
《定期券(市内に居住する方限定)》

中学生以下 一般 65 歳以上

開設期間 2,800 円 8,600 円 4,300 円

２カ月間 1,400 円 4,300 円 2,150 円

４カ月間 2,500 円 7,600 円 3,800 円

※定期券は､上記のパークゴルフ場
で開設期間中､利用できます｡
購入方法・顔写真(3.0㎝×2.5㎝)１枚
        を持参
※新規の方は、保険証･免許証など､
市内居住を証明するもの、更新の方
は、平成27年に発行した定期券を持参｡

《団体利用》

中学生以下 一般 65 歳以上

１人１日 80 円 240 円 120 円

対　象・市内に居住する方が半数以上
　　　　で構成された20人以上の団体
※団体で利用するときは、事前に利
用届の提出が必要です。また、団体
割引を受けるときは、利用者名簿を
提出し、料金を前納してください｡
開設日・つばさ公園　 ４月９日(土)
　　　　その他の公園 ４月 23 日(土)
※開設日は、天候により変更あり ｡

詳　細・千歳市環境整備事業協同
組合(上長都1057-7)
(24)１３６６(平日の９時～15時)

【共通事項】
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会員・団員
募集します

　中心街コミセン／月3,000円　※自由に見学できます。

                  【会の名称／内容／とき／ところ／会費】       　　　      【申込先・詳細】

■ハワイアンダンスサークル／フラダンス／毎週木曜日(10時～11時30分）／ 田中　(22)９０４４

■千歳混声合唱団／毎週火曜日(19時～21時）／北ガス文化ホール(市民文化セ
　月2,000円　※オカリナを持っている方は持参してください。

温水プールからのお知らせ

●フィンスイミング体験教室
対　象・足のサイズが20㎝～27㎝で
　　　　25ｍ以上泳げる方
と　き・４月17日(日)
　　　　①10時～10時50分
　　　　②11時～11時50分
受講料・1,000円(別途保険料400円)
定　員・①②各８人(申込順)
※①②両方の参加も可。
申込期限・４月16日(土)　18時
●半額開放日
と　き・４月17日(日)　10時～21時
※１回券購入の方に限ります(プリ
ペイドカードでの購入可)。

大藤　(42)２２２１

■千歳オカリナ虹の会／毎月第２､４土曜日(13時30分～15時）／花園コミセン／

【共通事項】
会場/申込先/詳細・温水プール
　　　　　　　(49)７００１

内　容・４㎞程度のウォーキング(行
　　　　先は､道の駅サーモンパー
　　　　ク千歳)、サケのふるさと千
　　　　歳水族館の見学（予定）
と　き・４月27日(水)
　　　　９時30分～11時30分
集合場所・総合福祉センター１階ロビー
参加料・無料
申込期間・４月11日～22日
※申し込みは､平日の８時45分～17時15分｡
申込先/詳細・健康づくり課
　　　　　(24)０３６１

まちなかウォーキング
春の千歳川散歩道

内　容・青葉公園を散策しながら野
　　　　鳥や春の草花の観察
対　象・小学生以上
　　　　(小学３年生以下は保護者同伴)
と　き・４月23日(土)　８時～11時
集合場所・公民館入口前
参加料・無料　定員・15人(申込順)
申込開始・４月11日(月)８時45分～　
※双眼鏡は､貸し出します｡
申込先/詳細・環境課　(24)０５９７

　ンター)２階多目的室

星野　090(9522)6078

●千歳市長杯
競技内容・36ホールストロークプレー
と　き・４月24日(日)　受付８時30分～
　　　　開会式９時　(雨天決行)
ところ・コトロパークゴルフ場(中央410)
参加料・1,500円(当日納入)
申込期限・４月18日(月)
●千歳パークゴルフ協会会員の募集
登録料・2,000円(個人会員)
※団体会員(15人以上)は､１人あたり
1,500円。
申込期限・６月30日(木)

千歳パークゴルフ協会からのお知らせ

申込先/詳細・千歳パークゴルフ協会
小林　０８０(1883)０２７８

【共通事項】

内　容・がんと抗がん剤治療とその
　　　　医療費について
講　師・老久保　恵
　　　　(がん化学療法看護認定看護師)
　　　　小林　範史(社会福祉士)
と　き・４月16日(土)　13時～14時
ところ・市民病院２階講義室
参加料・無料
詳　細・市民病院　地域医療連携課
　　　　(24)３０００　内線138

市民病院の市民健康講座

●親子リズム体操
対　象・３歳～小学生とその保護者
と　き・４月20日､27日(16時～17時)
ところ・北桜コミセン
定　員・３組(申込順)

エアロビサークル(無料体験)

内　容・浅瀬や川岸を歩く(２㎞程度)
と　き・４月29日(金･祝)
　　　　９時30分～14時30分
集合場所・市役所西口駐車場
参加料・1,500円(小学生以下700円)
定　員・20人(抽選)
申込期限・４月26日(火)
申込先/詳細・しこつ湖自然体験クラブ
トゥレップ　中川　090(1648)4923
※雨天時は中止。

早春の美々川源流～長靴で沢歩き～

■男の料理サークル男
だんちゅうかい

厨会／向陽台コミセン／年1,000円
　※４月24日(日)９時～13時に調理実習(カレイの煮付け､アスパラの白酢和え

中川　090(1648)4923

　　など)を開催(定員10人、参加費1,500円、申込期限４月21日(木))。

と　き・４月29日(金･祝)14時30分～
　　　　開場14時
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)大ホール
入場料・1,000円(当日1,200円)
※チケットは、北ガス文化ホール、
市役所地下売店などで取り扱い。
詳　細・千歳フィルハーモニーオー
ケストラ　野村　(28)１５５４

千歳フィルハーモニー
オーケストラ公演

●エアロダンス＆カーヴィー
と　き・４月15日､22日
　　　　(19時～19時50分)
ところ・東雲会館
定　員・５人(申込順)

春の野鳥と花ミッケ！

【共通事項】
申込先/詳細・エアロ＆カーヴィーサー
クルシェイプアップ　竹内
０９０(6447)６６８６
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対　象・市内に居住または通勤･通学
　　　　する中学生以上の方　
と　き・５月15日～７月17日まで毎週
　　　　日曜日(９時30分～11時30分)
ところ・向陽台コミセン テニスコート
受講料・3,000円
※高校生2,000円､中学生500円。
申込先/詳細・向陽台テニスクラブ　小川
　　　　　０９０(8708)３０７４

向陽台初心者テニス教室

内　容・講義や親子交流､調理実習
　　　　などを通して子育ての知識
　　　　を学ぶ(全８回)
対　象・１歳以上(平成28年５月12日
　　　　時点)の子を持つ母親
と　き・５月12日､18日､25日､６月１
　　　　日､９日､23日､29日､７月６日 
　　　　(10時～12時)
※６月29日(水)は、バス遠足のため
10時～13時｡
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)ほか
受講料・4,000円(初回納入)
定　員・20人(抽選)
※抽選では､初めての方を優先します｡
※別室で託児あり｡
申込期間・４月12日～14日
※申し込みは、８時45分～17時15分｡
申込先/詳細・生涯学習課　(24)0848

春のママさん教室

●かけっこ教室
対　象・市内に居住する小学１年～
　　　　３年生
と　き・５月14日(土)13時30分～15時

申込先/詳細・千歳市体育協会振興課
（ダイナックスアリーナ内）
 (22)４１５０（日･月･祝日を除
く９時～17時）

【共通事項】

体育協会からのお知らせ

ところ・ダイナックスアリーナ
　　　　（スポーツセンター）　
受講料・無料　定員・50人(申込順)
申込方法・４月19日～30日まで電話か体
　　　　育協会振興課に直接申し込み
●弓道教室
対　象・市内に居住する中学生以上
　　　　で身長が150㎝以上の方
と　き・６月７日､９日､14日､16日､
　　　　21日､23日､28日､30日､７月５
　　　　日､７日(18時30分～20時30分)
ところ・総合武道館　
受講料・2,400円(申込時納入)
定　員・16人(申込順)
申込方法・４月21日～５月13日まで体育
　　　　協会振興課に直接申し込み
　　　　（電話申し込み不可）

ちとせ環境と緑の財団
からのお知らせ

●緑化リーダー研修会
　５月19日～22日に開催の「花と緑
のフェスタ」会場に展示する花壇を
作りませんか。

講　師・西野　アキ子　氏
　　　　（フラワーマスター）
対　象・園芸に興味があり、緑化活動
　　　　などのボランティアをしたい方
と　き・５月18日(水)13時30分～15時30分
参加料・無料　
申込期間・４月11日～５月10日
●洋らんミニ講演会
講　師・大野　徹男　氏（緑の相談員）
と　き・５月19日(木)10時30分～11時10分
受講料・無料　定員・20人(申込順)
申込期間・４月11日～５月13日
●寄せ植え講習会
講　師・岡本　あや子　氏
　　　　（ハンギングバスケットマスター）
と　き・５月20日(金)10時～11時30分
受講料・1,500円(材料費)
定　員・30人(申込順)
申込期間・４月11日～５月13日
●ほだ木作り講習会
内　容・しいたけのほだ木作り
講　師・外崎　真也　氏
　　　　（千歳市森林組合職員）
と　き・５月21日(土)
　　　　午前の部　10時～11時
　　　　午後の部　14時～15時
受講料・1,000円(材料費)
定　員・80組(申込順)
※親子での参加を歓迎します。
※１組で、ほだ木２本を持ち帰り。
申込期間・４月11日～５月13日
●ステンシルで作るガーデンプレート
　とエアプランツプレート
講　師・石黒　るり子　氏
　　　　（トールペイント講師）
と　き・５月22日(日)10時～11時30分
受講料・500円(材料費)
定　員・20組(申込順)
※親子での参加を歓迎します。
申込期間・４月11日～５月13日

内　容・戦車パレードや訓練展示、
　　　　装備品展示、模擬売店など
と　き・４月30日(土)　８時～15時
ところ・東千歳駐屯地
詳　細・第７師団司令部総務課
　　　　(23)５１３１　内線2247

第７師団創隊・東千歳駐屯地
創立記念行事

（次ページにつづく）
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図書館ガイド
《休館日》
第３月曜日

《開館時間》
10時～19時

募集内容・①一般幹部候補生
　　　　（一般､歯科､薬剤）
　　　　②一般幹部候補生（飛行）
試験日・①５月14日(土)
　　　　②５月15日(日)
申込期限・５月６日(金)　
申込先/詳細・自衛隊札幌地方協力本部
千歳地域事務所　(23)２６４２

自衛官募集

募　集

環境体験菜園の会員募集

●根志越コース
区画数・33区画(申込順)
面　積・36平方メートル(１区画)
利用料・2,000円(１区画)
利用開始・４月29日(金･祝)
申込方法・往復はがきに郵便番号､住所､
　　　　氏名､電話番号､区画数を明記
　　　　の上､申し込み
申込先/詳細・〒066-0035　千歳市高台
４丁目１-12　千歳川とサケの会
藤本　(24)５０４０

①赤ちゃんおはなし会
対　象・２歳以下の子と保護者
と　き・４月24日(日)11時～11時30分
②ペーパーわんこ・にゃんこを作ろう！
対　象・３歳～小学６年生
※３歳～小学２年生は､保護者同伴｡
と　き・４月24日(日)　14時～16時
定　員・40人(申込順)
持ち物・はさみ、クレヨンなど

講　師・いしかわ　こうじ　氏
　　　　（絵本作家）
参加料・無料
※当日は、サイン会を実施します。
詳細はお問い合わせください。
会場/申込先/詳細・市立図書館
　　　　　　　(26)２１３１

【共通事項】

対　象・ファミリー･サポートの会員
　　　　として市内に居住し、自宅な
　　　　どで保育サービスをしたい
　　　　と考えている20歳以上の方
と　き・５月25日､26日､31日､６月１
　　　　日､２日､８日（10時～15時）
ところ・社会福祉協議会
受講料・無料（テキスト無料配布）
定　員・30人(申込順)
託　児・10人(申込順)
※１歳以上で､幼稚園や保育園に通
っていない子が対象｡
申込期間・４月18日～５月18日
申込先/詳細・千歳市ファミリー･サポー
ト･センター（社会福祉協議会内）
(22)８５２２

千歳市ファミリー･サポート･センター
春の保育サービス講習会

●フラワーポット借受団体募集
貸出内容・３年間で１団体20個まで(無料)
貸出条件・市内企業や団体で､フラワー
　　　　ポットを道路に面した私(社)
　　　　有地に設置する
　　　・良好な管理の下、年に一度､写
　　　　真提出により状況を報告する
※初年度は、１ポットにつき花苗５
株を無料で提供します｡
※次年度以降は、借受した方が花苗
を購入して植栽してください｡
申込方法・申請書に必要事項を記入し持参
申込期間・４月11日～５月６日
●花木苗を植栽する団体募集
対　象・町内会や学校など､市内の公
　　　　共性の高い場所で花木苗な
　　　　どを植栽する団体
申込方法・申請書に植栽目的、植栽場所､
　　　　種類、本数、植栽日時などを
　　　　記入の上､申し込み
申込開始・４月11日(月)
※１団体に花木苗５本まで無料で提供｡
※植栽後は､植栽状況を写真で報告。

フラワーポット借受企業団体
と花木を植栽する団体を募集

申込先/詳細・ちとせ環境と緑の財団
　　　　　(22)１１１７
※申請書は、財団で配布します｡
※応募多数のときは、予算の範囲
内で提供します｡

【共通事項】

●フラワーマスターの募集
　花の育成管理やまちなみ景観など、
花づくりに関する知識･技術を持ち､地
域において花のまちづくりリーダーと
して積極的に指導･助言できる方を北
海道知事がフラワーマスターとして認
定します(認定者は､市に登録の上､花
に関する活動をしていただきます)｡
応募方法・応募用紙(市指定用紙)を持参
※応募用紙は､都市整備課で配布し
ます。
●仲の橋通斜面(千歳高校下)花壇の
　花文字募集
　水と緑の大切さや自然環境の保全
など、緑化振興に関わる花文字を募
集します(７文字以内)。
応募方法・任意の用紙に記入の上､持参

都市整備課からのお知らせ

応募期間・４月11日～28日
応募先/詳細・都市整備課　(24)0697

【共通事項】

と　き・８月４日(木)　19時～　　
　　　　開場18時15分
ところ・北ガス文化ホール(市民文化
　　　　センター)大ホール
入場料・Ｓ席6,000円、Ａ席5,000円
チケット取扱先・北ガス文化ホール
販売開始・５月１日(日)　10時～

ＰＭＦオーケストラ千歳公演

ところ・グリーンベルトおまつり広場
申込先/詳細・ちとせ環境と緑の財団
(22)１１１７（受付は､平日の８
時45分～17時15分）

【共通事項】

●講演会「元気が出るガーデニング」
内　容・身近にあるものを利用した
　　　　植栽の紹介など
講　師・内倉　真裕美　氏
　　　　（ブレインズ種蒔く私たち代表）
と　き・５月22日(日)　
　　　　13時30分～15時30分
受講料・無料　定員・50人(申込順)
申込期間・４月11日～５月９日

市民限定のチケット(400席)先行
発売を行います。
と　き・４月12日(火)　10時～
ところ・北ガス文化ホール
入場料・Ｓ席5,000円、Ａ席4,000円

詳　細・千歳音楽協会　野村
　　　　(28)１５５４



さん

 の い る 風 景人
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「

【おいかわ　みつこ　さん】　白樺　

●千歳フォークダンスハートフル代表
　毎週、木・金曜日に活動しています。
　※４月 15 日 ､22 日 ､ ５月６日 ､13 日は、
　　初心者講習会を行います。
　　詳細は及川まで　(28) ５３２０

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
一
体
感
を

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か

マ
イ
ム
マ
イ
ム
」、「
ジ
ェ
ン
カ
」。

そ
の
名
前
を
聞
く
と
、
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
思
い
浮

か
べ
ま
す
。

　
「
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
は
、
世
界
の
民
族
舞

踊
で
す
。
盆
踊
り
は
、
日
本
の
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
な
ん
で
す
よ
」
と
話
す
の
は
「
千
歳
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ハ
ー
ト
フ
ル
」
で
代
表
を
務

め
る
及
川
さ
ん
。
２
人
１
組
や
み
ん
な
で
輪

に
な
り
、
歌
に
合
わ
せ
て
、
ア
メ
リ
カ
や
イ

ギ
リ
ス
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
メ
キ
シ
コ
な
ど
世

界
の
民
族
舞
踊
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

今
年
で
結
成
16
年
目
を
迎
え
る
ハ
ー
ト

フ
ル
は
、
仲
間
づ
く
り
と
健
康
づ
く
り
を
目

標
に
10
人
で
結
成
し
た
。
現
在
、
女
性
38
人

で
活
動
し
て
い
る
。「
楽
し
く
な
け
れ
ば
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な

で
振
り
付
け
の
確
認
や
声
を
掛
け
合
い
な

が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中

で
練
習
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

ピ
ア
ノ
や
ギ
タ
ー
、
三
味
線
な
ど
の
生
演

奏
に
合
わ
せ
て
踊
る
こ
と
も
あ
り
「
こ
の
と

き
は
、
全
員
が
心
地
良
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
に

合
わ
せ
て
、
い
つ
も
以
上
に
楽
し
く
踊
っ

て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
「
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
一
番
の
魅
力
は
、

み
ん
な
と
の
一
体
感
を
味
わ
え
る
こ
と
。
手

を
つ
な
ぎ
、
同
じ
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
の
で
、

曲
が
終
わ
る
と
、
自
然
と
み
ん
な
で
拍
手
し

な
が
ら
一
緒
に
笑
い
ま
す
」
と
及
川
さ
ん
。

　

た
く
さ
ん
の
方
に
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
魅

力
を
伝
え
る
た
め
、
介
護
施
設
や
保
育
園
を

訪
問
し
、
踊
り
を
披
露
す
る
こ
と
も
あ
る
と

い
う
。「
介
護
施
設
で
は
、
入
所
者
の
方
と

手
を
合
わ
せ
て
踊
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
保

育
園
で
は
『
踊
り
を
見
て
い
て
ね
』
と
言
っ

て
も
、
音
楽
が
始
ま
る
と
子
ど
も
た
ち
は
踊

り
に
参
加
し
て
し
ま
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
楽

し
ん
で
い
る
姿
を
見
る
と
、
元
気
を
も
ら
え

ま
す
ね
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　

昨
年
、
ダ
イ
ナ
ッ
ク
ス
ア
リ
ー
ナ
（
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）
で
実
施
さ
れ
た
「
道

央
地
区
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
大
会
」
で
は
、

全
道
各
地
か
ら
４
０
０
人
を
超
え
る
方
が
集

ま
り
、
２
日
間
で
約
１
３
０
曲
を
踊
っ
た
。

「
そ
れ
は
も
う
、
全
員
が
一
斉
に
踊
り
出
す

様
子
は
、
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
、
普
段
と
は

違
う
一
体
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
言
葉
に
熱
が
こ
も
る
。

　

今
年
７
月
に
は
、
５
年
に
一
度
の
「
全
日

本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
大
会
」
が
神
戸
で
開
催

さ
れ
る
。
ハ
ー
ト
フ
ル
の
メ
ン
バ
ー
は
、
全

国
か
ら
集
ま
る
団
体
と
一
緒
に
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
曲
「
ボ
ロ
ネ
ー
ゼ　

ウ
ロ
チ
ス
テ
ィ
」
を

踊
る
予
定
。
こ
の
曲
は
、
２
人
１
組
で
手
を

取
り
、
縦
に
隊
列
を
組
ん
で
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
音
楽
に
合
わ
せ
て
複
雑
な
振
り
付
け
を

踊
る
。
こ
れ
ま
で
、
難
し
い
振
り
付
け
も
一

歩
ず
つ
前
進
し
な
が
ら
み
ん
な
で
踊
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
。

　
「
踊
り
に
豊
作
や
狩
り
の
収
穫
を
祝
う
な

ど
の
意
味
が
あ
る
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
は
、

そ
の
国
の
こ
と
を
知
る
き
っ
か
け
に
も
な

り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
私
た
ち
と
一
体
感
を

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
ほ
ほ
笑
み
な

が
ら
話
し
て
く
れ
た
。

及川 美津子



人
の

う
ご
き

《総人口》

95,413 人 ( － 515)

男性　48,362 人 ( － 384)

女性　47,051 人 ( － 131)

《世帯》47,176 世帯 (－ 78)

(  )内は、前月との

比較です。
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現在

　

新
富
北
町
内
会
は
、
昭
和
47
年

に
北
信
濃
町
内
会
が
５
つ
に
分
離

し
て
で
き
た
う
ち
の
一
つ
で
す
。

　

新
富
２
、３
丁
目
の
一
部
を
区

域
と
し
て
、
現
在
、
280
世
帯
が
加

入
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
会
で
は
、
花
見
会
や
町
内

会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
頃
に
は
、
町
内
に
住
む
方

か
ら
土
地
を
無
償
で
借
り
て
「
子

ど
も
菜
園
」
を
造
り
、
秋
に
は
、

立
派
に
成
長
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や

枝
豆
を
子
ど
も
た
ち
が
収
穫
し
て

い
ま
す
。

　

５
月
に
行
う
花
見
会
は
、
町
内

会
館
の
庭
に
あ
る
桜
の
下
で
、
料

理
を
楽
し
み
な
が
ら
話
し
に
も
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　

８
月
の
町
内
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
は
、
会
館
に
隣
接
す
る
公
園

で
焼
き
鳥
や
焼
き
そ
ば
な
ど
の
出

店
を
開
く
ほ
か
、
や
ぐ
ら
を
組
み
、

子
ど
も
盆
踊
り
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
62
年
か
ら
毎
年
、

参
加
し
て
い
る
の
が
「
市
民
納
涼

盆
踊
り
大
会
」
で
す
。
町
内
会
か

ら
も
50
人
ほ
ど
が
参
加
し
て
、
夏

の
一
夜
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
会
館
で
月
４
回
実

施
す
る
介
護
サ
ロ
ン
で
は
、
い
き

い
き
百
歳
体
操
を
し
た
り
、
夏
休

み
期
間
中
に
は
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
60
人
ほ
ど
が
公
園
に
集
ま

り
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
通
じ
て
、

地
域
で
親
し
く
触
れ
合
い
な
が
ら

顔
な
じ
み
を
つ
く
り
、
安
心
し
て

生
活
で
き
る
町
内
を
こ
れ
か
ら
も

大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　「
地
域
で
親
し
く
触
れ
合
い
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
町
内
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
」

　まちづくりで活躍されてい
る方、魅力的な方をご紹介く
ださい。24 ページ ｢ 人のいる
風景 ｣ のコーナーでは、地域
でがんばっている、生き生き
と活動されている市民の皆さ
んを紹介しています。

「広報ちとせ ｣からのお願い

新富北町内会
会長　髙波　滿さん

25 広報ちとせ 平成 28(2016) 年４月号

「春眠暁を覚えず」 No.181

新
富
北
町
内
会

お
問
い
合
わ
せ
先 


　

(22)
１
３
２
０

☆★☆ 今月は「新富北町内会」を紹介します。 ☆★☆

　 　 　 　 うちの町内会
　　　　うちの先生

紹介
します

広報広聴課 

№ 25

先生は、
こんな先生です！

作文を書いてくれた

川
かわむら

村　怜
れい

  
さん

向陽台小４年１組

佐
さ さ き

々木綾
あ や か

香



No.1033

　 今月の表紙
　交通安全のお守りとラン
ドセル・カバーの贈呈式が
市役所で行われました。
　新１年生からは､「信号
を渡り､道路を正しく歩き､
交通ルールを守って学校に
行きます」と誓いの言葉が
述べられました。

▼

広
報
ち
と
せ
（
第
１
０
３
３
号
）
平
成
28
年
４
月
10
日
発
行

■
発
行
・
編
集
／
千
歳
市
企
画
部
広
報
広
聴
課

〒
066-
8686  

千
歳
市
東
雲
町
２
丁
目　

（　

(24)
０
１
０
４　

FAX　

８
８
５
２
）

■
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス http://www.city.chitose.hokkaido.jp/

■
印　

刷
／
千
歳
印
刷
株
式
会
社



(22)

■
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
用
の

「
音
訳
」「
点
訳
」の
広
報
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、 

　

３
９
２
１
ま
で
。

(27)

３月22日「市役所」で撮影

4

5

2

Photo M
em

ory
-2016  April-

3

1

■
３
月
26
日
に
新
函
館
北
斗
駅

ま
で
北
海
道
新
幹
線
が
開
通
し
ま

し
た
。
津
軽
半
島
と
渡
島
半
島
を

つ
な
ぐ
青
函
ト
ン
ネ
ル
は
、
完
成

ま
で
に
24
年
、
ト
ン
ネ
ル
が
使
用

開
始
さ
れ
、
新
幹
線
が
走
る
ま
で

に
28
年
の
歳
月
を
要
し
ま
し
た
。

札
幌
駅
で
新
幹
線
に
出
会
え
る
の

は
、
平
成
42
年
の
予
定
で
す
。
も

う
少
し
の
辛
抱
で
す
ね
。

■
卒
業
式
で
う
た
を
歌
う
こ
と

は
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
私
の
卒
業
式
（
20
年
近
く

前
）
で
は
、
「
旅
立
ち
の
日
に
」
を

歌
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
、
人
気

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
卒
業
や
旅
立
ち
な

ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
楽
曲
を
歌
う
こ

と
も
あ
る
み
た
い
で
す
。
卒
業
式
を

思
い
出
深
い
も
の
に
す
る
良
い
取
り

組
み
で
す
ね
！

3 12
　
　

３
月
３
日
。
千
歳
中
央
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
、
市
内
10
カ
所

の
保
育
園
な
ど
に
、
ひ
な
祭
り
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
写
真
は
、

北
斗
認
定
こ
ど
も
園
に
イ
チ
ゴ
の
シ

ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
が
贈
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
、
園
児
か
ら
お
礼
に
ひ
な
ま
つ
り

の
歌
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

３
月
５
日
。
市
民
活
動
交
流

セ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ク
ー
ル
で
市
民
が
ふ

れ
あ
う
「
ミ
ナ
ク
ー
ル
ま
つ
り
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
折
り

紙
や
手
芸
な
ど
の
作
品
展
示
の
ほ

か
、
音
楽
演
奏
や
踊
り
な
ど
の
ス
テ

ー
ジ
発
表
が
あ
り
、
来
訪
者
は
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
　

３
月
７
日
。
ス
ト
レ
ス
を
解

消
す
る
、
健
康
づ
く
り
教
室
「
ほ

っ
と
一
息
こ
こ
ろ
の
癒
し
講
座
」

が
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
と
お
付
き

合
い
す
る
方
法
の
講
話
の
後
、
参

加
者
は
、
呼
吸
法
や
つ
ぼ
押
し
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
　

３
月
19
日
。
千
歳
市
民
憲
章
普

及
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
の
表
彰

式
が
北
ガ
ス
文
化
ホ
ー
ル
（
市
民
文

化
セ
ン
タ
ー
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
31
人
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
、

最
優
秀
賞
と
優
秀
特
別
賞
の
４
人
か

ら
受
賞
作
品
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

３
月
12
日
～
19
日
。
市
内
の

小
中
学
校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
写
真
の
高
台
小
で
は
、
57
人

の
卒
業
生
が
卒
業
証
書
を
受
け
取

り
、
６
年
間
の
思
い
出
と
将
来
の
希

望
を
胸
に
学
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。
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